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八
幡
田
市
営
住
宅
入
居
者
募
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
申
し
込
み
は
三
月
十
日
ま
で

　
現
在
建
設
中
の
八
幡
田
市
営
住
宅

（
中
層
耐
火
構
造
三
階
建
一
棟
十
一
、

戸
、
同
四
階
建
一
棟
十
六
戸
、
計
二

十
八
戸
）
は
、
本
年
四
月
中
に
入
居

で
き
る
見
込
み
に
な
り
ま
し
た
。

　
市
建
設
課
で
は
、
こ
れ
に
伴
い
つ

ぎ
の
と
お
り
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
．

募
集
す
る
住
宅
及
び
戸
数

　
第
二
種
公
営
住
宅
　
十
八
戸

使
用
料
（
予
定
額
）

　
月
額
二
万
八
千
円
（
敷
金
一
ヵ
月

分
、
権
利
金
な
し
）

申
し
込
み
資
格

①
同
居
の
親
族
が
あ
る
こ
と
（
婚
約

者
も
含
み
ま
す
が
、
入
居
の
時
点
で

同
時
入
居
が
で
き
る
こ
と
）

②
所
得
は
公
営
住
宅
入
居
資
格
収
入

基
準
表
（
別
表
）
の
と
お
り
で
す
．

③
現
在
住
宅
に
困
窮
し
て
ー
ヤ
る
．
、
レ
、

が
明
ら
か
ー
．
・
あ
る
こ
と
。

④
市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
先
が
あ

る
二
と
．

⑤
市
税
を
滞
納
し
〆
、
い
な
い
二
と
。

申
し
込
み
期
間

　
一
一
月
十
六
日
側
～
．
、
．
月
十
日
図
ま

で
。

申
し
込
み
先

　
市
建
設
部
建
設
課
（
E
七
ー
一
．
、

一
一
番
内
線
二
五
〇
）

そ
の
他

　
市
内
在
住
の
保
証
人
が
二
人
必
要

で
す
。

　
浴
室
の
浴
槽
及
び
風
呂
釜
は
入
居

者
の
負
担
に
な
り
ま
す
、
、
な
お
、
風

呂
釜
は
市
の
指
示
す
る
型
の
も
の
を

取
り
つ
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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寄
付
あ
り
が
と
う

社
会
福
祉
事
業
へ

　
▼
太
田
健
一
（
南
鐙
坂
）
五
万
円

…
香
典
返
し
　
▼
金
子
鎮
子
（
諏
訪

町
）
十
万
円
…
香
典
返
し
　
▼
小
川

信
彦
（
五
軒
新
田
）
十
万
円
…
香
典

返
し
　
▼
長
助
お
客
一
同
　
二
万
六

千
七
百
四
十
円
　
▼
㈱
東
京
電
力

九
千
七
百
四
十
八
円
　
▼
中
町
寅
治

（
貝
ノ
川
）
六
百
七
十
七
円
　
▼
ボ

ー
イ
ス
カ
ウ
ト
　
ニ
万
一
千
六
百
四

十
六
円
　
▼
上
越
ヤ
ク
ル
ト
　
ニ
万

円
　
▼
高
金
織
物
㈱
親
睦
会
一
同

三
万
一
千
二
百
十
七
円
　
▼
匿
名

二
千
円

歳
末
助
合
い
募
金

　
▼
下
条
中
央
ケ
ラ
ブ
　
九
千
百
九

十
六
円
　
▼
美
佐
伝
社
員
一
同

万
八
千
五
百
五
十
九
円
　
▼
北
南
家

具
セ
ン
タ
ー
　
千
百
七
十
二
円
　
▼

十
日
町
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
　
一
万

五
千
六
百
十
円

つ
く
し
園
へ

　
▼
川
西
町
社
会
福
祉
協
議
会
　
一

万
円
　
▼
近
藤
　
敦
（
上
新
田
）
五

千
円
　
▼
大
島
祥
子
、
一
嘉
（
丸
山

町
）
三
千
円
　
▼
県
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

会
　
五
万
円

雛継、、鋤
～さば缶のぬた（酢みそ和え）～

■材料と分量（4人前）　曝作り方

ほ1　さば水．賛：f看は讐｛氏を、

荒くほ1コ、て、酢大さ

かレモン汁にしよ・〕かのゐ

じん切1、1を混ぜ’〔おく

（21才）カ・め1ま｛，どし．て　2cm　iこ匂3

1）、長葱は鍋に合わせて切

り茄でて2cm位にきり

もによく絞っておく。

（3）酢みその材料を合わせてよ

くすっておく

材料翼∠ノ　量
さは水煮缶12）ノの1缶

酢圭たは　1
し．モン汁i大さFコ

しょうか　1親指の頭位

長　　葱　 l　t大2本1）309

オ，かめ　旨、ど㌧て609
　　　　　1
　　　　　1q・）か7＾、，

み引大さじ4
砂糖1入さヒ4
酢　　1大さし4弱

停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
、
、
月
二
卜
－
四
日
図
　
午
前
九
時

～
午
後
一
時
半
ま
で
　
田
麦
、
一
．
ソ

屋
、
船
坂
、
塩
，
又
、
池
沢
、
野
中
、

当
問
、
鍬
柄
沢
　
▼
、
．
、
月
』
．
日
肉

午
後
一
時
～
四
時
ま
で
　
丸
山
町
・

稲
荷
町
一
、
の
北
・
稲
荷
町
．
．
．
本
通
り
・

旭
町
・
稲
荷
町
一
・
昭
和
町
四
・
本

町
六
ハ
ニ
の
各
一
部
、
稲
荷
町
一
．

稲
荷
町
．
．
、
の
南
　
▼
、
、
月
五
日
困

午
前
九
時
半
～
午
後
一
時
半
ま
で

稲
荷
町
四
・
稲
荷
町
』
一
本
通
り
・
高

田
町
三
の
西
・
千
代
田
町
・
住
吉
町

の
各
一
部
▼
．
一
月
七
日
出
午
前

九
時
～
十
一
時
ま
で
　
高
山
第
二
～

第
四
・
春
目
町
一
～
三
r
目
・
錦
町

一
r
目
・
錦
町
二
丁
目
の
各
一
部

’（4）酢みその112量を先にさぱに混ぜ、味かしみこんだら

全部をざっくり混ぜる。

〈コツ〉

①さばの分量は他グ）具の1／2以下に、多いと生臭くなる

②さばの臭味を消すため酢、しょうがを始め混ぜておく。

　（酒を振りかけておいても良い）

③酢みその調味料は、全体と同分量で酢だけ少し控え目

④酢みそ1／2量をさばに混ぜるのは、味をしみ込ませる

　ためと水一、ぽさを防ぐため　　　　（駅通り　酒井環♪

物
価
安
定
推
進
運
動
に

　
　
　
　
ご
注
目
く
だ
さ
い

　
現
在
、
全
国
各
地
の
商
店
街
や
市

場
な
ど
の
お
店
で
「
物
価
安
定
推
進

運
動
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
物
価
を
安
定
さ
せ

暮
ら
し
に
役
立
つ
よ
う
に
、
三
月
末

ま
で
価
格
を
据
え
置
こ
う
と
、
商
店

街
や
市
場
な
ど
の
お
店
が
自
主
的
に

始
め
た
も
の
で
、
十
日
町
市
で
も
ほ

と
ん
ど
の
商
店
が
参
加
し
て
い
ま
す
．

　
　
　
　
　
　
　
、
，
、

事
ヒ
が
2
　
齢

　
異
常
豪
雪
－
l
I
そ
の
疲
労
困
懸
の

中
で
、
雪
国
に
住
む
も
の
に
と
っ
て

今
、
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題

も
多
く
湧
き
出
て
い
ま
す
。

　
．
…
今
日
よ
り
素
晴
ら
し
い
明
日

を
夢
み
て
－
4
、
も
う
ひ
と
頑
張
り
。

■市勢／世帯数…12，054／推計人ロ…49，547人（男24，194人・女25，353人）※基本台帳人口50，101人（1月1月現在）

固
定
資
産
課
税
台
帳
縦
覧
…
期
間
3
月
2
日
～
3
月
2
0
日
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　若宮町σ）根津伊勢三郎さん（70歳）は、緋を括一・

て56年の職人。

　多くの後輩を育て、耕捲組合設立に参画、産地グ）

振興に尽した影の功労者として市政功労で表彰され

ます。

　奥さんと同じ糸に結ばれて40年、緋び）温かさの伝

わってくる夫婦です。

、
＼
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2とおガ」し，豊第3種郵便物認可）昭和56年3月10日

　市議会第1回定例会が3月6日から開かれ、昭和56年

度予算（案〉を審議中です。

　56年度一般会計予算（案）は前年度比0．3％増の97億

9，600万円で、「教育・道路・産業」を重点施策に編成され

ています。

　国民健康保険、簡易水道、診療所、下水道の特別会計
の合計は、前年度比22．9％増の52億5，342万円が計上され、

一般会計・特別会計の総額は7．2％増の150億4，942万円と

なりました。

　56年度予算（案）の概要をお知らせいたします．

露
懸
賜
鞠
勤

　
昭
和
五
十
六
年
度
の
国
家
予
算
は

財
政
再
建
を
至
上
命
令
と
し
て
、
公

債
依
存
体
質
か
ら
の
脱
却
を
は
か
り

そ
の
対
応
力
の
回
復
と
将
来
へ
の
展

望
を
切
り
開
く
こ
と
を
目
標
に
、
予

算
を
編
成
し
、
伸
率
を
前
年
度
比
九
・

九
％
一
桁
に
押
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

地
方
財
政
計
画
で
も
対
前
年
度
比
七
・

O
％
増
と
国
家
予
算
同
様
に
抑
制
基

調
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
客
観
条
件
の

中
で
十
日
町
市
の
昭
和
五
十
六
年
度

予
算
案
は
、
財
政
破
綻
を
き
た
す
こ

と
が
無
い
よ
う
に
万
全
の
配
慮
を
し

な
が
ら
、
総
合
計
画
実
施
二
年
次
と

し
て
、
　
「
道
路
・
教
育
・
産
業
」
を
重

点
施
策
に
編
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
般
会
計
予
算
の
総
額
は
、
九
十

七
億
九
千
六
百
万
円
（
五
十
五
年
度

九
十
七
億
七
千
万
円
）
て
、
前
年
度
比

○
・
三
％
増
と
か
つ
て
な
い
低
い
伸

び
率
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
面
で
は
、
市
税
が
七
・
五
％

増
の
約
二
十
三
億
六
千
万
円
、
地
方

交
付
税
が
二
十
・
五
％
増
の
二
十
五

億
九
千
万
円
と
伸
び
率
、
額
と
も
に

市
税
を
上
回
り
ま
し
た
。
．
国
県
支
出

金
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
約
十

七
億
円
、
五
・
六
％
の
減
、
四
億
八

千
万
円
、
十
三
・
一
％
の
減
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
主
に
国
県

の
補
助
を
得
る
建
設
事
業
等
の
減
少

に
よ
る
も
の
で
、
五
十
六
年
度
の
目

玉
事
業
で
あ
る
地
場
産
業
振
興
セ
ン

タ
ー
が
第
三
セ
ク
タ
ー
に
よ
っ
て
建

設
さ
れ
る
の
も
原
因
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
市
債
に
お
い
て
も
十
八
・

三
％
減
の
約
十
一
億
五
千
万
円
と
な
’

っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
も
、
国
県
の

補
助
事
業
と
の
関
連
に
よ
り
減
少
し

た
も
の
で
す
。
な
お
、
本
年
度
は
、

起
債
の
充
当
率
が
一
部
引
き
下
げ
が

行
わ
れ
た
こ
と
も
減
額
要
素
と
な
っ

て
お
り
、
歳
入
財
源
の
不
足
分
に
つ

い
て
は
、
財
政
調
整
基
金
八
千
万
円
・

義
務
教
育
施
設
基
金
二
億
八
千
万
円

を
取
り
く
ず
し
財
源
と
し
ま
し
た
。

　
寄
付
金
に
つ
い
て
は
、
市
道
の
消

雪
、
流
雪
施
設
に
つ
い
て
、
五
十
八

年
度
に
受
益
者
負
担
率
二
〇
％
を
達

成
す
る
た
め
、
五
十
五
年
度
に
引
き

続
き
一
％
負
担
率
を
引
き
下
げ
、
市

民
の
克
雪
意
欲
の
高
揚
と
税
外
負
担

の
軽
減
を
は
か
り
ま
し
た
。

灘
羅
　
郭
謙
薫
灘
鍵
勝

　
歳
出
に
つ
い
て
は
、
総
合
計
画
の

一
第
二
年
次
と
し
て
「
教
育
・
道
路
・

産
業
」
を
重
点
施
策
に
、
各
種
事
業

め
予
算
化
を
は
か
り
、
年
度
内
の
予

算
執
行
と
円
滑
化
を
は
か
る
た
め
、

引
続
き
通
年
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、
人
件

費
や
物
件
費
な
ど
の
一
般
経
常
経
費

を
極
力
切
り
つ
め
、
建
設
事
業
の
予

算
化
に
意
を
用
い
た
結
果
、
投
資
的

事
業
は
三
十
七
億
千
四
百
万
円
と
な

り
、
予
算
総
額
に
対
す
る
構
成
比
は

三
十
七
・
九
％
を
占
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
投
資
的
事
業
の
主
な
も
の
は
、
ま

ず
総
務
費
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
の
拠
点
と
な
る
地
域
集
会
施
設
と

し
て
、
十
日
町
西
部
地
区
に
二
千
五

百
万
円
で
西
部
会
館
を
建
設
し
、
真

田
地
区
の
過
疎
対
策
と
し
て
、
昨
年

に
引
き
続
き
、
魅
力
あ
る
郷
土
整
備

モ
デ
ル
事
業
の
ふ
る
里
会
館
と
明
る

い
子
供
の
家
を
三
千
七
百
万
円
で
建

■
　
　
■

　
　
　
　
　
グ

愚2V
毒

　
　
　
で

地場産業振興センター建設

ノ
凶

設
し
ま
す
。

　
民
生
費
で
は
、
鐙
島
保
育
所
の
老

朽
化
が
著
し
い
の
で
六
千
九
百
万
円

で
改
築
し
、
民
間
保
育
所
（
い
ず
み

保
育
園
）
の
建
設
補
助
に
千
百
万
円

計
上
し
て
あ
り
ま
す
。

　
衛
生
費
で
は
、
新
た
に
、
心
障
者

の
社
会
復
帰
の
た
め
の
精
神
衛
生
共

同
作
業
所
を
、
旧
中
沢
寮
跡
に
整
備

し
、
へ
き
地
医
療
体
制
の
確
立
の
た

め
順
次
購
入
し
て
い
た
雪
上
車
を
七

百
万
円
で
野
中
地
区
に
配
置
し
ま
す
。

民
生
・
衛
生
の
両
費
を
あ
わ
せ
た
福

祉
関
係
予
算
は
二
十
二
億
九
千
万
円

余
り
に
な
っ
て
い
ま
す
．

　
農
林
水
産
関
係
費
で
は
、
シ
ル
ク

コ
ン
ビ
ナ
i
卜
構
想
が
い
よ
い
よ
着

手
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
珠
川
、
南

雲
、
二
子
地
区
の
桑
園
造
成
、
改
植

に
千
二
百
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
五
十
七
年
十
月
着
工
を

目
途
に
関
係
各
位
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
て
い
る
苗
場
山
麓
開
発
推
進
事

翼
グ
≦

　
　
　
　
　
　
、

鐙島保育所改築

　
　
　
　
＼
瓜
／

へ
て
／

週』べ恕｝》’
　　　　　　　　　　一　道路改良舗装費増額

コ1　螺慰
　　　　　　　　　　r
学校建設事業（水沢小ほか3校）

〆儘　　　　　　　　　命
／　　、／　〈錫

勢職劣
シルクコンビナート事業着手

／
憲
、

　
　
1

0
　
贋

」
，
〔
1

（
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業
に
二
千
二
百
万
円
。
二
年
目
を
迎

え
る
森
林
公
園
造
成
事
業
に
四
千
九

百
万
円
、
二
次
林
構
に
七
千
二
百
万

円
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
商
工
費
に
お
い
て
は
、
今
年
の
最

重
点
事
業
の
一
つ
、
地
場
産
業
振
興

セ
ン
タ
ー
の
建
設
補
助
と
第
三
セ
ン

タ
ー
の
出
資
金
あ
わ
せ
て
九
千
五
百

万
円
を
予
算
化
し
、
五
十
六
・
五
十

七
年
度
の
ニ
カ
年
間
で
総
建
築
費
、

十
三
億
円
を
か
け
て
産
地
振
興
の
シ

ン
ボ
ル
の
建
設
に
取
り
組
み
ま
す
。

　　、霧債　＼
　　5，250万円市税
騰％1職23億6・辮

　燦匁歳．
鷺綴88、万円97億

5．7％　　　　　　9・600万円

地方交付税
25億9，000万円

　　26．4％

国県支出金
21億7，910万円

　　舷．2％

　
円
％

他
　
万
7

　　　　　消防費　　その
　　　　　2億　　　2億
　　　　　8，219万円　5，509

欝翻幣

　
土
木
費
で
は
、
道
路
関
係
で
、
用

地
買
収
の
整
っ
た
路
線
を
、
短
年
度

で
完
了
さ
せ
る
一
線
集
中
主
義
の
方

針
の
も
と
に
、
改
良
、
舗
装
併
せ
て

五
億
八
千
四
百
万
円
を
計
上
し
、
消

雪
パ
イ
プ
工
事
一
億
四
千
万
円
、
街

路
事
業
、
雪
崩
対
策
、
落
石
防
止
、

橋
梁
架
替
工
事
な
ど
と
も
ど
も
交
通

網
の
整
備
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
雪
の
合
理
的
処
理
の
た
め

昨
年
に
引
き
続
き
、
流
雪
溝
整
備
計

画
委
託
料
を
計
上
し
て
あ
り
ま
す
。

　　教育費　「
　25億4，702万円

　　26．0％

詠

　
　
　
　
　
轟
蜘

趨
欝劔

　
教
育
費
は
、
全
体
で
、
二
十
五
億

四
千
七
百
万
円
、
構
成
比
二
十
六

％
と
文
字
通
り
、
今
年
の
最
重
点
施

策
で
す
。
新
し
い
文
化
を
育
て
、
明

日
の
十
日
町
市
を
担
う
人
材
を
養
う

た
め
に
、
教
育
環
境
の
整
備
に
カ
が

そ
そ
が
れ
、
川
治
小
、
南
中
の
継
続

事
業
に
加
え
て
、
水
沢
小
、
下
条
中

の
校
舎
、
体
育
館
等
の
改
築
事
業
に

約
十
五
億
円
。
東
下
組
小
、
名
ケ
山

小
の
プ
ー
ル
、
ニ
ヵ
所
の
教
員
住
宅

の
建
設
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
部
活
動
、
図
書
費
等
の
助
成
も

行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
社

会
教
育
面
で
は
、
体
育
施
設
の
充
実

の
た
め
、
岩
野
運
動
広
場
、
市
民
プ

ー
ル
駐
車
場
整
備
な
ど
、
各
搬
に
わ

た
り
予
算
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
．

　
公
債
費
は
、
六
億
八
千
万
円
で
、

更
に
、
増
大
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
、

今
後
の
財
政
運
営
の
硬
直
化
を
も
た

ら
さ
な
い
よ
う
な
配
慮
が
必
要
に
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。

特
別
会
計

　
国
民
健
康
保
険
会
計
で
は
、
予
算
総

額
十
八
億
七
千
百
万
円
、
前
年
度
比
、

十
三
・
二
％
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

人
口
の
高
齢
化
と
疾
病
構
造
の
変
化
、

医
学
、
薬
学
の
進
歩
な
ど
か
ら
医
療

費
が
増
大
し
、
苦
し
い
財
政
状
況
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た

め
、
新
規
に
、
総
合
健
康
診
断
助
成

事
業
（
人
間
ド
ッ
ク
）
と
し
て
四
百

乃
円
を
計
上
し
、
疾
病
の
早
期
発
見

と
早
期
治
療
に
つ
と
め
、
あ
わ
せ
て
、

給
付
、
収
納
事
務
の
電
算
化
、
医
療

費
の
通
知
事
業
、
保
健
指
導
の
充
実

を
し
財
政
の
健
全
化
に
つ
と
め
て
ゆ

き
ま
す
。
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
二
十

一
．
四
％
増
の
六
億
三
千
万
円
を
計

上
し
て
あ
り
ま
す
が
、
市
民
負
担
は

二
十
市
の
中
で
も
下
位
に
な
る
見
込

み
で
す
。

　
簡
易
水
道
事
業
で
は
、
二
子
地
区
、

田
麦
地
区
に
事
業
を
計
画
し
て
お
り
、

予
算
規
模
は
、
前
年
度
比
三
十
一
・

二
％
減
の
約
三
億
五
千
万
円
で
す
。

　
下
水
道
事
業
会
計
で
は
、
四
十
四

％
増
の
三
十
億
九
百
万
円
と
大
幅
に

増
加
し
ま
し
た
が
、
五
十
四
年
度
に

着
工
し
た
終
末
処
理
場
の
建
設
が
三

年
目
を
迎
え
五
十
八
年
度
か
ら
の
供

用
開
始
に
向
け
て
積
極
的
な
予
算
が

組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

が
二
億
九
千
万
円
余
、
六
十
六
・
七

％
の
増
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
が
一

般
会
計
圧
迫
の
一
因
と
も
な
っ
て
い

ま
す
。

とおガ夢3
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以
上
の
結
果
、
一
般
会
計
、
特
別

会
計
の
総
額
は
、
百
五
十
億
四
千
九

百
四
十
二
万
六
千
円
と
な
り
、
対
前

年
比
七
・
二
％
十
億
四
百
二
十
四
万

一
千
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

予算の主な使いみち（単位万円）

　970

2，760

　940
2，500

　455
　300
3．421

事・一……………

土建設モデル事業
会館建設・一一…

供の家建設………
設…・……一……・

設補助……………
まち縮刷版一一・
業………………一・

6，931

1，350

1，100

　　・69

建設……一………・・一…・

ンター管理運営委託料ほ力

園新設補助金……………・

巡回相談員（2名）…・…・

　300
　694

6．000

同作業所………一……・…甲

輸送車（雪上車）野中地区

1，507

　　992

　　460

1，190

2，524

1，300

　　500

4，923

7，040

3．609

垂預託金…一…臼「一’……’…………

産業費
三産総合振興対策事業…・………・・

郵編対策事業・・………………卜…・甲・

rンター建設（貝ノ川）…………
三域総合開発事業……………一・・

‘業補助金（市単・団体営）・…一

三区圃場整備事業調査計画負担金

F業……………一……一…一…
i成臼・…・………・・一・…・……………・

1構造改善事業……・…一……・…

1旧・……………・…臼一……・…・……

1，200

　250
4，000

0，000

6，500

　387
1，000

8，480

　100

託料・一一………
発補助金・・………

金預託金一…’…’

興資金預託金……
央金庫預託金……
託料・・…………一

興センター出資金
興センター補助金
開発調査委託料…

　脚
3，500

3，000

37，680

19，900

8，000

1，000

13，970

2，000

18，646

1，500

　300
2，000

3，000

3，858

3，655

4，140

4，000

装（大黒沢、新宮線）一・
（生コン等）……・…一…

備（56年度分）・………一
　良…………・一……・一…9

　装…………・・……・……・・

行取得（土地開発基金）・・

（本町西線他8路線）一・

リー1台一…甲・・…一…・・

　事…・……………・………

計画委託料…一…………・『

珠川）一…………・一……
5力1）　一一・・P・・一・・・…　一・・一・甲…

線、川治昭和町線）・一一
害復旧………甲・……・…一・甲

業（四ッ宮公園、総合公園
金………・……’・甲………一・

場造成・一一一……・一………・……・…・3，053

駐車場・・………・一…・……・…………・・…一500

復旧工事・・………………’………’……’…’…700

木又小教員住宅建設事業・…・……・一一・1，905

校屋上防水工事…・……………『…………・1，800

校舎増改築事業…一………一・…・…・一39，548
校舎体育館増改築事業（55、56年度継続）・41，541

工事（東下組小、名ケ山小）・・…………・1，148

舎体育館増改築事業（55、56年度継続）…34，479
校舎増改築事業……・一・…・…・…一……34，391

5
　
3

0
　
3

4
　
7

72負担金

・20，497

　　　　300

300，880

水新設
査・・一

畿
　
蹴
蹴
㎝

1
一
　
　
1
一
1
1
　
　
L

　
　
　
　
　
　
　
　
1

灘
叢
離
撚
朧
灘
欝
蕪
欝
繍
簿
羅
　
難
欄
嚇
撫
鱒
聯
難
㎜
灘

F業総額…………

組合
町分）

r10ヵ所……一・

［更新4，000cc1台

組合
，ル1台……・9一

ム，．．．1．．一『．．．．．甲P．，

ロ

ーバーホール…
一取替工事・一一

業

：業………………
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　市議会第1回定例会が3月6日から開かれ、昭和56年

度予算（案〉を審議中です。

　56年度一般会計予算（案）は前年度比0．3％増の97億

9，600万円で、「教育・道路・産業」を重点施策に編成され

ています。

　国民健康保険、簡易水道、診療所、下水道の特別会計
の合計は、前年度比22．9％増の52億5，342万円が計上され、

一般会計・特別会計の総額は7．2％増の150億4，942万円と

なりました。

　56年度予算（案）の概要をお知らせいたします．

露
懸
賜
鞠
勤

　
昭
和
五
十
六
年
度
の
国
家
予
算
は

財
政
再
建
を
至
上
命
令
と
し
て
、
公

債
依
存
体
質
か
ら
の
脱
却
を
は
か
り

そ
の
対
応
力
の
回
復
と
将
来
へ
の
展

望
を
切
り
開
く
こ
と
を
目
標
に
、
予

算
を
編
成
し
、
伸
率
を
前
年
度
比
九
・

九
％
一
桁
に
押
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

地
方
財
政
計
画
で
も
対
前
年
度
比
七
・

O
％
増
と
国
家
予
算
同
様
に
抑
制
基

調
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
客
観
条
件
の

中
で
十
日
町
市
の
昭
和
五
十
六
年
度

予
算
案
は
、
財
政
破
綻
を
き
た
す
こ

と
が
無
い
よ
う
に
万
全
の
配
慮
を
し

な
が
ら
、
総
合
計
画
実
施
二
年
次
と

し
て
、
　
「
道
路
・
教
育
・
産
業
」
を
重

点
施
策
に
編
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
般
会
計
予
算
の
総
額
は
、
九
十

七
億
九
千
六
百
万
円
（
五
十
五
年
度

九
十
七
億
七
千
万
円
）
て
、
前
年
度
比

○
・
三
％
増
と
か
つ
て
な
い
低
い
伸

び
率
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
面
で
は
、
市
税
が
七
・
五
％

増
の
約
二
十
三
億
六
千
万
円
、
地
方

交
付
税
が
二
十
・
五
％
増
の
二
十
五

億
九
千
万
円
と
伸
び
率
、
額
と
も
に

市
税
を
上
回
り
ま
し
た
。
．
国
県
支
出

金
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
約
十

七
億
円
、
五
・
六
％
の
減
、
四
億
八

千
万
円
、
十
三
・
一
％
の
減
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
主
に
国
県

の
補
助
を
得
る
建
設
事
業
等
の
減
少

に
よ
る
も
の
で
、
五
十
六
年
度
の
目

玉
事
業
で
あ
る
地
場
産
業
振
興
セ
ン

タ
ー
が
第
三
セ
ク
タ
ー
に
よ
っ
て
建

設
さ
れ
る
の
も
原
因
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
市
債
に
お
い
て
も
十
八
・

三
％
減
の
約
十
一
億
五
千
万
円
と
な
’

っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
も
、
国
県
の

補
助
事
業
と
の
関
連
に
よ
り
減
少
し

た
も
の
で
す
。
な
お
、
本
年
度
は
、

起
債
の
充
当
率
が
一
部
引
き
下
げ
が

行
わ
れ
た
こ
と
も
減
額
要
素
と
な
っ

て
お
り
、
歳
入
財
源
の
不
足
分
に
つ

い
て
は
、
財
政
調
整
基
金
八
千
万
円
・

義
務
教
育
施
設
基
金
二
億
八
千
万
円

を
取
り
く
ず
し
財
源
と
し
ま
し
た
。

　
寄
付
金
に
つ
い
て
は
、
市
道
の
消

雪
、
流
雪
施
設
に
つ
い
て
、
五
十
八

年
度
に
受
益
者
負
担
率
二
〇
％
を
達

成
す
る
た
め
、
五
十
五
年
度
に
引
き

続
き
一
％
負
担
率
を
引
き
下
げ
、
市

民
の
克
雪
意
欲
の
高
揚
と
税
外
負
担

の
軽
減
を
は
か
り
ま
し
た
。

灘
羅
　
郭
謙
薫
灘
鍵
勝

　
歳
出
に
つ
い
て
は
、
総
合
計
画
の

一
第
二
年
次
と
し
て
「
教
育
・
道
路
・

産
業
」
を
重
点
施
策
に
、
各
種
事
業

め
予
算
化
を
は
か
り
、
年
度
内
の
予

算
執
行
と
円
滑
化
を
は
か
る
た
め
、

引
続
き
通
年
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、
人
件

費
や
物
件
費
な
ど
の
一
般
経
常
経
費

を
極
力
切
り
つ
め
、
建
設
事
業
の
予

算
化
に
意
を
用
い
た
結
果
、
投
資
的

事
業
は
三
十
七
億
千
四
百
万
円
と
な

り
、
予
算
総
額
に
対
す
る
構
成
比
は

三
十
七
・
九
％
を
占
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
投
資
的
事
業
の
主
な
も
の
は
、
ま

ず
総
務
費
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
の
拠
点
と
な
る
地
域
集
会
施
設
と

し
て
、
十
日
町
西
部
地
区
に
二
千
五

百
万
円
で
西
部
会
館
を
建
設
し
、
真

田
地
区
の
過
疎
対
策
と
し
て
、
昨
年

に
引
き
続
き
、
魅
力
あ
る
郷
土
整
備

モ
デ
ル
事
業
の
ふ
る
里
会
館
と
明
る

い
子
供
の
家
を
三
千
七
百
万
円
で
建

■
　
　
■

　
　
　
　
　
グ

愚2V
毒

　
　
　
で

地場産業振興センター建設

ノ
凶

設
し
ま
す
。

　
民
生
費
で
は
、
鐙
島
保
育
所
の
老

朽
化
が
著
し
い
の
で
六
千
九
百
万
円

で
改
築
し
、
民
間
保
育
所
（
い
ず
み

保
育
園
）
の
建
設
補
助
に
千
百
万
円

計
上
し
て
あ
り
ま
す
。

　
衛
生
費
で
は
、
新
た
に
、
心
障
者

の
社
会
復
帰
の
た
め
の
精
神
衛
生
共

同
作
業
所
を
、
旧
中
沢
寮
跡
に
整
備

し
、
へ
き
地
医
療
体
制
の
確
立
の
た

め
順
次
購
入
し
て
い
た
雪
上
車
を
七

百
万
円
で
野
中
地
区
に
配
置
し
ま
す
。

民
生
・
衛
生
の
両
費
を
あ
わ
せ
た
福

祉
関
係
予
算
は
二
十
二
億
九
千
万
円

余
り
に
な
っ
て
い
ま
す
．

　
農
林
水
産
関
係
費
で
は
、
シ
ル
ク

コ
ン
ビ
ナ
i
卜
構
想
が
い
よ
い
よ
着

手
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
珠
川
、
南

雲
、
二
子
地
区
の
桑
園
造
成
、
改
植

に
千
二
百
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
五
十
七
年
十
月
着
工
を

目
途
に
関
係
各
位
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
て
い
る
苗
場
山
麓
開
発
推
進
事

翼
グ
≦

　
　
　
　
　
　
、

鐙島保育所改築

　
　
　
　
＼
瓜
／

へ
て
／

週』べ恕｝》’
　　　　　　　　　　一　道路改良舗装費増額

コ1　螺慰
　　　　　　　　　　r
学校建設事業（水沢小ほか3校）

〆儘　　　　　　　　　命
／　　、／　〈錫

勢職劣
シルクコンビナート事業着手

／
憲
、

　
　
1

0
　
贋

」
，
〔
1

（
『ズ

，ノ1

饗
震
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業
に
二
千
二
百
万
円
。
二
年
目
を
迎

え
る
森
林
公
園
造
成
事
業
に
四
千
九

百
万
円
、
二
次
林
構
に
七
千
二
百
万

円
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
商
工
費
に
お
い
て
は
、
今
年
の
最

重
点
事
業
の
一
つ
、
地
場
産
業
振
興

セ
ン
タ
ー
の
建
設
補
助
と
第
三
セ
ン

タ
ー
の
出
資
金
あ
わ
せ
て
九
千
五
百

万
円
を
予
算
化
し
、
五
十
六
・
五
十

七
年
度
の
ニ
カ
年
間
で
総
建
築
費
、

十
三
億
円
を
か
け
て
産
地
振
興
の
シ

ン
ボ
ル
の
建
設
に
取
り
組
み
ま
す
。

　　、霧債　＼
　　5，250万円市税
騰％1職23億6・辮

　燦匁歳．
鷺綴88、万円97億

5．7％　　　　　　9・600万円

地方交付税
25億9，000万円

　　26．4％

国県支出金
21億7，910万円

　　舷．2％

　
円
％

他
　
万
7

　　　　　消防費　　その
　　　　　2億　　　2億
　　　　　8，219万円　5，509

欝翻幣

　
土
木
費
で
は
、
道
路
関
係
で
、
用

地
買
収
の
整
っ
た
路
線
を
、
短
年
度

で
完
了
さ
せ
る
一
線
集
中
主
義
の
方

針
の
も
と
に
、
改
良
、
舗
装
併
せ
て

五
億
八
千
四
百
万
円
を
計
上
し
、
消

雪
パ
イ
プ
工
事
一
億
四
千
万
円
、
街

路
事
業
、
雪
崩
対
策
、
落
石
防
止
、

橋
梁
架
替
工
事
な
ど
と
も
ど
も
交
通

網
の
整
備
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
雪
の
合
理
的
処
理
の
た
め

昨
年
に
引
き
続
き
、
流
雪
溝
整
備
計

画
委
託
料
を
計
上
し
て
あ
り
ま
す
。

　　教育費　「
　25億4，702万円

　　26．0％

詠

　
　
　
　
　
轟
蜘

趨
欝劔

　
教
育
費
は
、
全
体
で
、
二
十
五
億

四
千
七
百
万
円
、
構
成
比
二
十
六

％
と
文
字
通
り
、
今
年
の
最
重
点
施

策
で
す
。
新
し
い
文
化
を
育
て
、
明

日
の
十
日
町
市
を
担
う
人
材
を
養
う

た
め
に
、
教
育
環
境
の
整
備
に
カ
が

そ
そ
が
れ
、
川
治
小
、
南
中
の
継
続

事
業
に
加
え
て
、
水
沢
小
、
下
条
中

の
校
舎
、
体
育
館
等
の
改
築
事
業
に

約
十
五
億
円
。
東
下
組
小
、
名
ケ
山

小
の
プ
ー
ル
、
ニ
ヵ
所
の
教
員
住
宅

の
建
設
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
部
活
動
、
図
書
費
等
の
助
成
も

行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
社

会
教
育
面
で
は
、
体
育
施
設
の
充
実

の
た
め
、
岩
野
運
動
広
場
、
市
民
プ

ー
ル
駐
車
場
整
備
な
ど
、
各
搬
に
わ

た
り
予
算
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
．

　
公
債
費
は
、
六
億
八
千
万
円
で
、

更
に
、
増
大
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
、

今
後
の
財
政
運
営
の
硬
直
化
を
も
た

ら
さ
な
い
よ
う
な
配
慮
が
必
要
に
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。

特
別
会
計

　
国
民
健
康
保
険
会
計
で
は
、
予
算
総

額
十
八
億
七
千
百
万
円
、
前
年
度
比
、

十
三
・
二
％
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

人
口
の
高
齢
化
と
疾
病
構
造
の
変
化
、

医
学
、
薬
学
の
進
歩
な
ど
か
ら
医
療

費
が
増
大
し
、
苦
し
い
財
政
状
況
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た

め
、
新
規
に
、
総
合
健
康
診
断
助
成

事
業
（
人
間
ド
ッ
ク
）
と
し
て
四
百

乃
円
を
計
上
し
、
疾
病
の
早
期
発
見

と
早
期
治
療
に
つ
と
め
、
あ
わ
せ
て
、

給
付
、
収
納
事
務
の
電
算
化
、
医
療

費
の
通
知
事
業
、
保
健
指
導
の
充
実

を
し
財
政
の
健
全
化
に
つ
と
め
て
ゆ

き
ま
す
。
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
二
十

一
．
四
％
増
の
六
億
三
千
万
円
を
計

上
し
て
あ
り
ま
す
が
、
市
民
負
担
は

二
十
市
の
中
で
も
下
位
に
な
る
見
込

み
で
す
。

　
簡
易
水
道
事
業
で
は
、
二
子
地
区
、

田
麦
地
区
に
事
業
を
計
画
し
て
お
り
、

予
算
規
模
は
、
前
年
度
比
三
十
一
・

二
％
減
の
約
三
億
五
千
万
円
で
す
。

　
下
水
道
事
業
会
計
で
は
、
四
十
四

％
増
の
三
十
億
九
百
万
円
と
大
幅
に

増
加
し
ま
し
た
が
、
五
十
四
年
度
に

着
工
し
た
終
末
処
理
場
の
建
設
が
三

年
目
を
迎
え
五
十
八
年
度
か
ら
の
供

用
開
始
に
向
け
て
積
極
的
な
予
算
が

組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

が
二
億
九
千
万
円
余
、
六
十
六
・
七

％
の
増
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
が
一

般
会
計
圧
迫
の
一
因
と
も
な
っ
て
い

ま
す
。

とおガ夢3
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以
上
の
結
果
、
一
般
会
計
、
特
別

会
計
の
総
額
は
、
百
五
十
億
四
千
九

百
四
十
二
万
六
千
円
と
な
り
、
対
前

年
比
七
・
二
％
十
億
四
百
二
十
四
万

一
千
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

予算の主な使いみち（単位万円）

　970

2，760

　940
2，500

　455
　300
3．421

事・一……………

土建設モデル事業
会館建設・一一…

供の家建設………
設…・……一……・

設補助……………
まち縮刷版一一・
業………………一・

6，931

1，350

1，100

　　・69

建設……一………・・一…・

ンター管理運営委託料ほ力

園新設補助金……………・

巡回相談員（2名）…・…・

　300
　694

6．000

同作業所………一……・…甲

輸送車（雪上車）野中地区

1，507

　　992

　　460

1，190

2，524

1，300

　　500

4，923

7，040

3．609

垂預託金…一…臼「一’……’…………

産業費
三産総合振興対策事業…・………・・

郵編対策事業・・………………卜…・甲・

rンター建設（貝ノ川）…………
三域総合開発事業……………一・・

‘業補助金（市単・団体営）・…一

三区圃場整備事業調査計画負担金

F業……………一……一…一…
i成臼・…・………・・一・…・……………・

1構造改善事業……・…一……・…

1旧・……………・…臼一……・…・……

1，200

　250
4，000

0，000

6，500

　387
1，000

8，480

　100

託料・一一………
発補助金・・………

金預託金一…’…’

興資金預託金……
央金庫預託金……
託料・・…………一

興センター出資金
興センター補助金
開発調査委託料…

　脚
3，500

3，000

37，680

19，900

8，000

1，000

13，970

2，000

18，646

1，500

　300
2，000

3，000

3，858

3，655

4，140

4，000

装（大黒沢、新宮線）一・
（生コン等）……・…一…

備（56年度分）・………一
　良…………・一……・一…9

　装…………・・……・……・・

行取得（土地開発基金）・・

（本町西線他8路線）一・

リー1台一…甲・・…一…・・

　事…・……………・………

計画委託料…一…………・『

珠川）一…………・一……
5力1）　一一・・P・・一・・・…　一・・一・甲…

線、川治昭和町線）・一一
害復旧………甲・……・…一・甲

業（四ッ宮公園、総合公園
金………・……’・甲………一・

場造成・一一一……・一………・……・…・3，053

駐車場・・………・一…・……・…………・・…一500

復旧工事・・………………’………’……’…’…700

木又小教員住宅建設事業・…・……・一一・1，905

校屋上防水工事…・……………『…………・1，800

校舎増改築事業…一………一・…・…・一39，548
校舎体育館増改築事業（55、56年度継続）・41，541

工事（東下組小、名ケ山小）・・…………・1，148

舎体育館増改築事業（55、56年度継続）…34，479
校舎増改築事業……・一・…・…・…一……34，391

5
　
3

0
　
3

4
　
7

72負担金

・20，497

　　　　300

300，880

水新設
査・・一

畿
　
蹴
蹴
㎝

1
一
　
　
1
一
1
1
　
　
L

　
　
　
　
　
　
　
　
1

灘
叢
離
撚
朧
灘
欝
蕪
欝
繍
簿
羅
　
難
欄
嚇
撫
鱒
聯
難
㎜
灘

F業総額…………

組合
町分）

r10ヵ所……一・

［更新4，000cc1台

組合
，ル1台……・9一

ム，．．．1．．一『．．．．．甲P．，

ロ

ーバーホール…
一取替工事・一一

業

：業………………
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1
必
死
に
中
央
運
動
を
展
開
ー

　
今
冬
の
豪
雪
は
、
観
測
史
上
例
を
み
な
い
異
常
さ
で
あ
り
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
肉
体
的
・
経
済
的
な
被
害
に
は
甚
大
な
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
豪
雪
を
克
服
し
、
無
雪
地
域
と
の
格
差
を
是
正
し
て
ゆ
く
こ
と
が

本
市
に
と
っ
て
最
も
基
本
的
な
課
題
で
す
。
雪
を
克
服
す
る
た
め
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
は
山
積
み
し
て
い
ま
す
が
、
国
・
県
の
こ
れ
に
対
す
る

対
応
は
必
ず
し
も
十
分
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
市
で
は
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通

じ
「
雪
が
災
害
で
あ
る
」
こ
と
を
訴
え
て
来
ま
し
た
。

　
こ
の
豪
雪
を
振
り
返
り
、
・
市
の
豪
雪
対
策
の
一
端
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

目
55
年
6
月
5
目

　
　
県
道
大
和
焼
野
線

　
　
　
　
　
現
地
視
察

　
焼
野
か
ら
大
和
町
に
通
ず
る
こ
の

県
道
は
、
上
越
新
幹
線
の
開
通
を
前

に
非
常
に
重
要
な
路
線
で
あ
り
、
五

十
六
年
度
予
算
の
大
幅
な
増
額
を
、

国
や
県
の
関
係
各
機
関
に
要
望
し
て

い
ま
す
。
ま
た
中
条
中
学
校
飛
二
分

校
が
本
校
に
統
合
さ
れ
、
通
学
バ
ス

を
通
す
た
め
に
危
険
箇
所
の
調
査
が

行
わ
れ
、
そ
の
結
果
、
な
だ
れ
防
止

柵
の
設
置
、
段
切
り
、
拡
幅
な
ど
の

大
幅
な
予
算
．
つ
け
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

▲土木事務所長、越後交通、
　　　　市の関係者とともに

■
55
年
11
月
2
5
日
「
雪
国
の
生
活
と
道
路
」
座
談
会

”
雪
国
に
と
っ
て
無
雪
道
路
の
確
保
”

が
い
か
に
重
要
か
”
を
テ
ー
マ
に
し

た
座
談
会
。
北
陸
地
建
、
県
道
路
担

当
課
長
を
は
じ
め
、
糸
魚
川
、
十
日

町
・
高
柳
・
津
南
・
上
川
・
山
古
志

難驚

の
各
市
町
村
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
諸
里
市
長
は
、
　
「
過
疎
対
策
、
治

山
治
水
、
水
資
源
確
保
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
確
保
な
ど
広
範
に
渡
っ
て
道
路
の

果
た
す
役
割
が
あ
る
こ
と
を
強
調
し

山
を
守
り
、
水
を
育
て
る
山
間
地
の

住
民
に
と
り
、
一
本
の
道
は
命
の
道

で
あ
る
｝
こ
と
を
強
調
し
ま
し
た
。

　
こ
の
座
談
会
は
、
　
”
夏
道
冬
道
”

（
小
冊
子
）
に
集
録
さ
れ
、
全
国
の

道
路
関
係
者
に
配
布
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
55
年
12
月
1
7
日

　
積
雪
寒
冷
地
帯

　
　
　
対
策
推
進
全
国
大
会

　
全
国
の
積
雪
・
寒
冷
地
帯
の
市
町

村
長
、
議
会
議
長
約
二
百
名
と
、
自

民
党
の
佐
藤
隆
氏
、
長
谷
川
信
氏
、

社
会
党
小
林
進
氏
な
ど
本
県
選
出
議

員
を
は
じ
め
と
す
る
超
党
派
で
多
く

の
国
会
議
員
が
出
席
、
政
府
か
ら
は

国
土
庁
地
方
振
興
局
長
、
山
村
豪
雪

地
帯
振
興
課
長
（
二
月
に
来
市
）
が

鶏鋏　　響

▲全国雪寒都市を代表して
　r無雪道路の確保』を訴える諸里市長

市
民
会
館
・
公
民
館

出
席
し
ま
し
た
。
　
（
当
市
か
ら
は
、

諸
里
市
長
と
斉
木
議
長
が
出
席
）
し

こ
の
大
会
は
、
道
路
除
雪
経
費
の
国

庫
補
助
制
度
の
確
立
、
豪
雪
地
の
鉄

道
輸
送
の
充
実
、
義
務
教
育
施
設
の

整
備
な
ど
を
求
め
運
動
を
進
め
る
こ

と
を
決
議
し
ま
し
た
。

■
56
年
－
月
22
日
衆
議
院
災
害
対
策
特
別
委
の
視
察

　
木
島
・
白
川
両
代
議
士
を
は
じ
め

と
す
る
衆
議
院
の
視
察
団
が
来
市
、

（
既
報
）
そ
の
後
、
公
明
党
・
社
会

党
の
視
察
団
、
高
鳥
代
議
士
・
長
谷

川
信
参
議
院
議
員
な
ど
が
来
市
さ
れ

国
会
な
ど
で
の
ご
奮
闘
は
周
知
の
と

お
り
で
す
。
ま
た
こ
の
視
察
団
の
中

に
県
土
木
部
長
ほ
か
県
関
係
者
も
多

く
来
市
し
、
そ
の
後
、
除
雪
応
援
隊

の
派
遣
等
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

■
56
年
2
月
5
日
国
土
庁
豪
雪
地
帯
振
興
課
長
．
視
察

　
昭
和
五
十
五
・
六
年
度
の
ニ
カ
年

で
当
市
は
「
市
街
地
の
流
雪
溝
整
備▲慶田課長、森村専問官に栖川を説明

計
画
」
を
立
案
中
で
す
が
、
こ
の
視

察
の
中
で
、
慶
田
課
長
は
”
克
雪
モ

デ
ル
都
市
”
の
計
画
に
ふ
れ
、
当
市

の
整
備
計
画
に
強
い
関
心
を
示
し
て

い
ま
し
た
。

　
こ
の
”
克
雪
モ
デ
ル
都
市
”
構
想

に
基
づ
き
、
将
来
は
、
市
街
地
は
消

雪
パ
イ
プ
・
流
雪
溝
を
中
心
に
、
ま

た
山
間
地
に
は
除
雪
機
械
で
集
中
的

に
行
う
と
い
っ
た
”
雪
処
理
総
合
シ

ス
テ
ム
”
の
実
現
に
も
確
か
な
手
ご

た
え
が
あ
り
ま
し
た
。

★

施

般

1
新
使
用
料
金
表
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
単
位
　
円
）

館
　
　
名

施
　
　
設
　
　
名

午
前
九
時

　
～
正
午

午
後
一
時

　
～
五
時

午
後
六
時

　
～
十
時

館民
　
　
）

公
　
館

市町
　
本

日

　
（

十

ホ
　
　
　
ー
　
　
　
ル

二
、
○
○
○

［
五
、
O
O
O

｝
七
、
○
○
○

ホ
ワ
イ
エ
の
み
の
場
合

六
、
五
〇
〇

九
、
五
〇
〇

心
○
、
五
〇
〇

第
一
集
会
室
・
講
堂
・
実
習
室

一
、
七
〇
〇

二
、
三
〇
〇

三
、
三
〇
〇

そ
れ
以
外
の
集
会
・
学
習
室

一
、
三
〇
〇

一
、
七
〇
〇

二
、
三
〇
〇

暗
　
　
　
　
　
　
室

九
〇
〇

九
〇
〇

九
〇
〇

区
　
館

地

　
民

条中
　
　
公

学
習
室
・
大
集
会
室
・
実
習
室

一
、
三
〇
〇

一
、
七
〇
〇

二
、
O
O
O

小
集
会
室
・
会
議
室

九
〇
〇

一
、
○
○
○

一
、
三
〇
〇

浴
　
　
　
　
　
　
室

老
人
一
人
七
〇
・
そ
の
他
一
三
〇

区
　
館

地

　
民

治川
　
公

講
　
　
　
　
　
　
堂

一
、
六
〇
〇

二
、
○
○
○

二
、
三
〇
〇

大
集
会
室
・
実
習
室

一
、
三
〇
〇

一
、
七
〇
〇

二
、
O
O
O

小
集
会
室
・
学
習
室
・
工
作
室

九
〇
〇

一
、
O
O
O

一
、
三
〇
〇

浴
　
　
　
　
　
　
室

老
人
一
人
七
〇
・
そ
の
他
一
三
〇

区
　
館

地

　
民

条下
　
公

講
　
　
　
　
　
　
堂

一
、
六
〇
〇

二
、
O
O
O

二
、
三
〇
〇

大
集
会
室
・
実
習
室

一
、
三
〇
〇

一
、
七
〇
〇

二
、
O
O
O

小
讐
董
・
学
習
室
土
作
室

九
〇
〇

一
、
○
○
○

一
、
三
〇
〇

浴
　
　
　
　
　
　
室

老
人
一
人
　
七
〇
・
そ
の
他
一
三
〇

区
　
館

地
　
民

渡飛
　
公

大
集
会
室
・
実
習
室

九
〇
〇

一
、
O
O
O

一
、
三
〇
〇

小
　
　
集
　
　
会
　
　
室

七
〇
〇

八
O
O

一
、
O
O
O

そ
れ
以
外
の
地
区

公
民
館
・
大
井
田

・
新
座
分
館

集
会
室
・
実
習
室

七
〇
〇

八
O
O

一
、
O
O
O

★
般
備

設
　
　
　
備
　
　
　
名

午
　
前

午
　
後

夜
　
間

ル一ホ

音
　
　
響
　
　
器
　
　
具
　
　
一
　
式

四
、
O
O
O

四
、
○
O
O

四
、
O
O
O

照
　
　
明
　
器
　
具
　
　
一
　
式

八
、
O
O
O

八
、
○
O
O

八
、
O
O
O

十
六
ミ
リ
発
声
映
写
機
（
ク
セ
ノ
ン
）
一
台

二
、
五
〇
〇

二
、
五
〇
〇

二
、
五
〇
〇

グ
　
ラ
　
ン
　
ド
　
ピ
　
ア
　
ノ
　
一
　
台

四
、
O
O
O

四
、
O
O
O

四
、
O
O
O

十
六
ミ
リ
発
声
映
写
機
　
一
台

一
、
三
〇
〇

一
、
三
〇
〇

一
、
三
〇
〇

★

般

備

第3種郵便物認可）昭和56年3月10日

　
新
し
く
入
館
料
が
設
け
ら
れ
た
ほ
力

室
、
会
議
室
、
学
習
室
の
使
用
料
も
つ
ぎ
の
表
の
よ
う
に
な
り
ま

す
。●

入
館
料

　
ズ
一
　
分
　
　
　
金
　
　
額

　
　
　
　
般
　
　
一
〇
〇
円

（
高
校
生
以
上
）

●
使
用
料

1
入
館
料
百
円
に
ー

　
　
　
　
　
　
　
、
、
博
物
館
内
に
あ
る
集
会

種
　
　
類

使
　
　
　
　
用
　
　
　
　
料

　
午
　
　
　
前

午
前
八
時
三
〇
分

か
ら
正
午
ま
で

　
午
　
　
　
後

午
後
一
時
か
ら

午
後
五
時
ま
で

夜
　
　
　
間

午
後
六
時
か
ら

午
後
十
時
ま
で

競
　
技
　
場

二
一
、
O
O
O
円

一
八
、
O
O
O
円

二
三
、
O
O
O
円

小
　
　
　
室

一
、
O
O
O
円

一
、
O
O
O
円

一
、
二
〇
〇
円

男
子
更
衣
室

六
〇
〇
円

六
〇
〇
円

六
〇
〇
円

女
子
更
衣
室

六
〇
〇
円

六
〇
〇
円

六
〇
〇
円

考

ー
真
田
野
球
場
（
鉢
）
な
ど
が

　
　
　
　
　
加
え
ら
れ
ま
し
た
ー

区
　
　
分

集
会
室

（
特
別
展
示
室
）

会
議
室

小
会
議
室

九
時
か
ら
正
午
ま
で

二
、
O
O
O
円

五
〇
〇
円

　
ロ
　
カ
ロ

四
時
三
十
分
ま
で

三
、
O
O
O
円

、
0
0
0
円

備

午
前
・
午
後
に
わ
た

り
使
用
す
る
場
合
は

そ
れ
ぞ
れ
を
合
算
し

た
額
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…
…
市
内
の
小
学
校
九
校
、
中
学
校
六

校
の
屋
内
運
動
会
、
普
通
教
室
、
特
別
教
室
、
屋
外
運
動
場
の
使

用
料
が
一
〇
〇
円
～
二
〇
〇
円
引
き
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

とおガ夢3（5）

四
月

百
か
ら
鵜
嬰
ど
が
改
正
に
－
・

1
平
均
二
十
五
％
引
き
あ
げ
ー

　
　
　
島

黒　　　　四　　　　谷　　千
〃　〃　　〃　〃　日　〃　〃　内　’ノ代

沢　　　　町　　　　丑　　坊 団
（　　　（　　　（　　　（　　　（　　　（　　　（　　　（　　　（　　　（　　　（

　　簡　　　　　　　　第　　第 地

耐　　　　　　　　　二　　一 名

　　二　　　　　　　　　種　　種
“　“　階　“　“　“　“　“　杢　〃特

　　建　　　　　　　　　迫　　耐

　　　　　　　平　　二

（
種
別

屋　　階
建 構

四　　　三　　　　　　　　　二　二　四　四

　　　　　　二九　　　九　　　　　　＿九八〇四

’生

迫
な

●　　〃　　　●　　〃　　　〃　　　〃　　　●　　o　　　o　　●　　■

六　　五　　　　　　四七〇七七
ど
）

一　　〇　　　　　　〇五五〇二
㎡　　㎡　　　　　　㎡㎡㎡㎡㎡
）　　）　　）　　）　　）　　）　　）　　）　　）　　）　　）

九五五四三三三二二三四 旧
」　　’　’　’　’　’　’　”　ユ1　’

＿三三一九六三八四ハニ

OOOOOOOoOOOOOOOOOOOOOO
家
賃
（
円）

一
〇 六六五四四四三三四五
’　’　’　’　”　」　　’　’　”
七五三〇八五＿五〇八六
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

新
家
賃
（
円

　　一6月徴収分から一
　　　　（4月使用分）

新旧料金表　（1ヵ朋）（別表）

　
昨
年
十
二
月
に
開
催
さ
れ
た
第

四
回
定
例
市
議
会
に
お
い
て
審
議

し
、
議
決
さ
れ
た
各
種
使
用
条
例

で
、
四
月
一
日
か
ら
実
施
さ
れ
る

も
の
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

口　径
（駈）

基本料金 従　量　料　金

現行 改定 区　　分 現行 改定

13 　円380 460 1m］～10mlまで

1m】につき

11m’～20m】まで

1m1につき

21m】以上
1m」につき

　　円

　30

　75

100

　　円

　50

120

15り

16 500 580

20 700 840

25 1，000 1，200

30 1，250 1，500

40 2，200 2，700

50 3，700 4，500

75 6，900 8，300

100 10，000 12，000

臨時給水等で上記の料金
表によりかたいもの

1m’につき 150 250
計算例〕　口径13％で1ヵ月30m’使用した場合
　　　　基本料金　　　　　　　＝　460円
　　　　従量料金　10m！×50円＝　500円
　　　　　　　　10mユ×120円二1，200円
　　　　　　　　10耐×150円＝1，500円
　　　　　計　　　　　　　　3，660円

施
設
名

区
　
　
　
　
　
　
分

使
用
料

市
営
グ
ラ
ウ
ン
ド

日
の
出
か
ら
午
前
八
時
三
〇
分
ま
で

タ
　
七
〇
〇
円

午
前
八
時
三
〇
分
か
ら
正
午
ま
で

〃

午
後
一
時
か
ら
午
後
四
時
三
〇
分
ま
で

〃

午
後
四
時
三
〇
分
か
ら
日
没
ま
で

〃

日
没
か
ら
午
後
一
〇
時
ま
で

〃

　
・
呂
ク
一
フ
ウ
ン
ド

夜
間
照
明
施
設

お
船
以
把
呑
○
紛
巽
豫
い
合
は

二
、
O
O
O
円

目
の
出
か
ら
午
前
八
時
三
〇
分
ま
で

一
面
一
チ
ー
ム

　
七
〇
〇
円

午
前
八
時
三
〇
分
か
ら
正
午
ま
で

〃

太
田
島
野
球
場

信
濃
川
運
動
公

園
野
球
　
場

真
田
野
球
場

午
後
一
時
か
ら
午
後
四
時
三
〇
分
ま
で

〃

午
後
四
時
三
〇
分
か
ら
日
没
ま
で

〃

青
少
年
野
外
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
野
球
場

日
の
出
か
ら
午
前
八
時
三
〇
分
ま
で

一
チ
ー
ム

　
ニ
○
○
円

午
前
八
時
三
〇
分
か
ら
正
午
ま
で

〃

午
後
一
時
か
ら
午
後
四
時
三
〇
分
ま
で

〃

午
後
四
時
三
〇
分
か
ら
日
没
ま
で

〃

日
の
出
か
ら
午
前
八
時
三
〇
分
ま
で

一
チ
ー
ム

　
五
〇
〇
円

午
前
八
時
三
〇
分
か
ら
正
午
ま
で

〃

信
濃
川
運
動
公

園
サ
ッ
カ
ー
場

午
後
一
時
か
ら
午
後
四
時
三
〇
分
ま
で

〃

午
後
四
時
三
〇
分
か
ら
日
没
ま
で

〃

市
営
テ
ニ
ス

コ
ー
ト

用使）体団（用専

日
の
出
か
ら
午
前
八
時
三
〇
分
ま
で

一
面
二
〇
〇
円

午
前
八
時
三
〇
分
か
ら
正
午
ま
で

四
〇
〇
円

午
後
一
時
か
ら
午
後
四
時
三
〇
分
ま
で

四
〇
〇
円

午
後
四
時
三
〇
分
か
ら
日
没
ま
で

二
〇
〇
円

日
没
か
ら
午
後
一
〇
時
ま
で

四
〇
〇
円

市
営
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
夜
間
昭
酬
明
施
瓠
亟

三
〇〇
頒
鉱
狂
る
○
粉
鷹
備
猷
な
い
場
合
は

一
面
三
〇
〇
円

信
濃
川
運
動

公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト

用使）体団（用専

日
の
出
か
ら
午
前
八
時
三
〇
分
ま
で

一
面
二
〇
〇
円

午
前
八
時
三
〇
分
か
ら
正
午
ま
で

四
〇
〇
円

午
後
一
時
か
ら
午
後
四
時
三
〇
分
ま
で

四
〇
〇
円

午
後
四
時
三
〇
分
か
ら
日
没
ま
で

二
〇
〇
円

市
営
テ
ニ
ス

コ
ー
ト

信
濃
川
運
動

公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト

用使人個

二
時
間
一
面
一
人
一
般

一
〇
〇
円

二
時
間
一
面
一
人
高
校
生
以
下
・

五
〇
円

用使間年

一
　
般

二
、
O
O
O
円

高
校
生

一
、
五
〇
〇
円

中
学
生
以
下

一
、
O
O
O
円
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偽
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1
必
死
に
中
央
運
動
を
展
開
ー

　
今
冬
の
豪
雪
は
、
観
測
史
上
例
を
み
な
い
異
常
さ
で
あ
り
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
肉
体
的
・
経
済
的
な
被
害
に
は
甚
大
な
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
豪
雪
を
克
服
し
、
無
雪
地
域
と
の
格
差
を
是
正
し
て
ゆ
く
こ
と
が

本
市
に
と
っ
て
最
も
基
本
的
な
課
題
で
す
。
雪
を
克
服
す
る
た
め
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
は
山
積
み
し
て
い
ま
す
が
、
国
・
県
の
こ
れ
に
対
す
る

対
応
は
必
ず
し
も
十
分
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
市
で
は
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通

じ
「
雪
が
災
害
で
あ
る
」
こ
と
を
訴
え
て
来
ま
し
た
。

　
こ
の
豪
雪
を
振
り
返
り
、
・
市
の
豪
雪
対
策
の
一
端
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

目
55
年
6
月
5
目

　
　
県
道
大
和
焼
野
線

　
　
　
　
　
現
地
視
察

　
焼
野
か
ら
大
和
町
に
通
ず
る
こ
の

県
道
は
、
上
越
新
幹
線
の
開
通
を
前

に
非
常
に
重
要
な
路
線
で
あ
り
、
五

十
六
年
度
予
算
の
大
幅
な
増
額
を
、

国
や
県
の
関
係
各
機
関
に
要
望
し
て

い
ま
す
。
ま
た
中
条
中
学
校
飛
二
分

校
が
本
校
に
統
合
さ
れ
、
通
学
バ
ス

を
通
す
た
め
に
危
険
箇
所
の
調
査
が

行
わ
れ
、
そ
の
結
果
、
な
だ
れ
防
止

柵
の
設
置
、
段
切
り
、
拡
幅
な
ど
の

大
幅
な
予
算
．
つ
け
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

▲土木事務所長、越後交通、
　　　　市の関係者とともに

■
55
年
11
月
2
5
日
「
雪
国
の
生
活
と
道
路
」
座
談
会

”
雪
国
に
と
っ
て
無
雪
道
路
の
確
保
”

が
い
か
に
重
要
か
”
を
テ
ー
マ
に
し

た
座
談
会
。
北
陸
地
建
、
県
道
路
担

当
課
長
を
は
じ
め
、
糸
魚
川
、
十
日

町
・
高
柳
・
津
南
・
上
川
・
山
古
志

難驚

の
各
市
町
村
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
諸
里
市
長
は
、
　
「
過
疎
対
策
、
治

山
治
水
、
水
資
源
確
保
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
確
保
な
ど
広
範
に
渡
っ
て
道
路
の

果
た
す
役
割
が
あ
る
こ
と
を
強
調
し

山
を
守
り
、
水
を
育
て
る
山
間
地
の

住
民
に
と
り
、
一
本
の
道
は
命
の
道

で
あ
る
｝
こ
と
を
強
調
し
ま
し
た
。

　
こ
の
座
談
会
は
、
　
”
夏
道
冬
道
”

（
小
冊
子
）
に
集
録
さ
れ
、
全
国
の

道
路
関
係
者
に
配
布
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
55
年
12
月
1
7
日

　
積
雪
寒
冷
地
帯

　
　
　
対
策
推
進
全
国
大
会

　
全
国
の
積
雪
・
寒
冷
地
帯
の
市
町

村
長
、
議
会
議
長
約
二
百
名
と
、
自

民
党
の
佐
藤
隆
氏
、
長
谷
川
信
氏
、

社
会
党
小
林
進
氏
な
ど
本
県
選
出
議

員
を
は
じ
め
と
す
る
超
党
派
で
多
く

の
国
会
議
員
が
出
席
、
政
府
か
ら
は

国
土
庁
地
方
振
興
局
長
、
山
村
豪
雪

地
帯
振
興
課
長
（
二
月
に
来
市
）
が

鶏鋏　　響

▲全国雪寒都市を代表して
　r無雪道路の確保』を訴える諸里市長

市
民
会
館
・
公
民
館

出
席
し
ま
し
た
。
　
（
当
市
か
ら
は
、

諸
里
市
長
と
斉
木
議
長
が
出
席
）
し

こ
の
大
会
は
、
道
路
除
雪
経
費
の
国

庫
補
助
制
度
の
確
立
、
豪
雪
地
の
鉄

道
輸
送
の
充
実
、
義
務
教
育
施
設
の

整
備
な
ど
を
求
め
運
動
を
進
め
る
こ

と
を
決
議
し
ま
し
た
。

■
56
年
－
月
22
日
衆
議
院
災
害
対
策
特
別
委
の
視
察

　
木
島
・
白
川
両
代
議
士
を
は
じ
め

と
す
る
衆
議
院
の
視
察
団
が
来
市
、

（
既
報
）
そ
の
後
、
公
明
党
・
社
会

党
の
視
察
団
、
高
鳥
代
議
士
・
長
谷

川
信
参
議
院
議
員
な
ど
が
来
市
さ
れ

国
会
な
ど
で
の
ご
奮
闘
は
周
知
の
と

お
り
で
す
。
ま
た
こ
の
視
察
団
の
中

に
県
土
木
部
長
ほ
か
県
関
係
者
も
多

く
来
市
し
、
そ
の
後
、
除
雪
応
援
隊

の
派
遣
等
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

■
56
年
2
月
5
日
国
土
庁
豪
雪
地
帯
振
興
課
長
．
視
察

　
昭
和
五
十
五
・
六
年
度
の
ニ
カ
年

で
当
市
は
「
市
街
地
の
流
雪
溝
整
備▲慶田課長、森村専問官に栖川を説明

計
画
」
を
立
案
中
で
す
が
、
こ
の
視

察
の
中
で
、
慶
田
課
長
は
”
克
雪
モ

デ
ル
都
市
”
の
計
画
に
ふ
れ
、
当
市

の
整
備
計
画
に
強
い
関
心
を
示
し
て

い
ま
し
た
。

　
こ
の
”
克
雪
モ
デ
ル
都
市
”
構
想

に
基
づ
き
、
将
来
は
、
市
街
地
は
消

雪
パ
イ
プ
・
流
雪
溝
を
中
心
に
、
ま

た
山
間
地
に
は
除
雪
機
械
で
集
中
的

に
行
う
と
い
っ
た
”
雪
処
理
総
合
シ

ス
テ
ム
”
の
実
現
に
も
確
か
な
手
ご

た
え
が
あ
り
ま
し
た
。

★

施

般

1
新
使
用
料
金
表
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
単
位
　
円
）

館
　
　
名

施
　
　
設
　
　
名

午
前
九
時

　
～
正
午

午
後
一
時

　
～
五
時

午
後
六
時

　
～
十
時

館民
　
　
）

公
　
館

市町
　
本

日

　
（

十

ホ
　
　
　
ー
　
　
　
ル

二
、
○
○
○

［
五
、
O
O
O

｝
七
、
○
○
○

ホ
ワ
イ
エ
の
み
の
場
合

六
、
五
〇
〇

九
、
五
〇
〇

心
○
、
五
〇
〇

第
一
集
会
室
・
講
堂
・
実
習
室

一
、
七
〇
〇

二
、
三
〇
〇

三
、
三
〇
〇

そ
れ
以
外
の
集
会
・
学
習
室

一
、
三
〇
〇

一
、
七
〇
〇

二
、
三
〇
〇

暗
　
　
　
　
　
　
室

九
〇
〇

九
〇
〇

九
〇
〇

区
　
館

地

　
民

条中
　
　
公

学
習
室
・
大
集
会
室
・
実
習
室

一
、
三
〇
〇

一
、
七
〇
〇

二
、
O
O
O

小
集
会
室
・
会
議
室

九
〇
〇

一
、
○
○
○

一
、
三
〇
〇

浴
　
　
　
　
　
　
室

老
人
一
人
七
〇
・
そ
の
他
一
三
〇

区
　
館

地

　
民

治川
　
公

講
　
　
　
　
　
　
堂

一
、
六
〇
〇

二
、
○
○
○

二
、
三
〇
〇

大
集
会
室
・
実
習
室

一
、
三
〇
〇

一
、
七
〇
〇

二
、
O
O
O

小
集
会
室
・
学
習
室
・
工
作
室

九
〇
〇

一
、
O
O
O

一
、
三
〇
〇

浴
　
　
　
　
　
　
室

老
人
一
人
七
〇
・
そ
の
他
一
三
〇

区
　
館

地

　
民

条下
　
公

講
　
　
　
　
　
　
堂

一
、
六
〇
〇

二
、
O
O
O

二
、
三
〇
〇

大
集
会
室
・
実
習
室

一
、
三
〇
〇

一
、
七
〇
〇

二
、
O
O
O

小
讐
董
・
学
習
室
土
作
室

九
〇
〇

一
、
○
○
○

一
、
三
〇
〇

浴
　
　
　
　
　
　
室

老
人
一
人
　
七
〇
・
そ
の
他
一
三
〇

区
　
館

地
　
民

渡飛
　
公

大
集
会
室
・
実
習
室

九
〇
〇

一
、
O
O
O

一
、
三
〇
〇

小
　
　
集
　
　
会
　
　
室

七
〇
〇

八
O
O

一
、
O
O
O

そ
れ
以
外
の
地
区

公
民
館
・
大
井
田

・
新
座
分
館

集
会
室
・
実
習
室

七
〇
〇

八
O
O

一
、
O
O
O

★
般
備

設
　
　
　
備
　
　
　
名

午
　
前

午
　
後

夜
　
間

ル一ホ

音
　
　
響
　
　
器
　
　
具
　
　
一
　
式

四
、
O
O
O

四
、
○
O
O

四
、
O
O
O

照
　
　
明
　
器
　
具
　
　
一
　
式

八
、
O
O
O

八
、
○
O
O

八
、
O
O
O

十
六
ミ
リ
発
声
映
写
機
（
ク
セ
ノ
ン
）
一
台

二
、
五
〇
〇

二
、
五
〇
〇

二
、
五
〇
〇

グ
　
ラ
　
ン
　
ド
　
ピ
　
ア
　
ノ
　
一
　
台

四
、
O
O
O

四
、
O
O
O

四
、
O
O
O

十
六
ミ
リ
発
声
映
写
機
　
一
台

一
、
三
〇
〇

一
、
三
〇
〇

一
、
三
〇
〇

★

般

備
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新
し
く
入
館
料
が
設
け
ら
れ
た
ほ
力

室
、
会
議
室
、
学
習
室
の
使
用
料
も
つ
ぎ
の
表
の
よ
う
に
な
り
ま

す
。●

入
館
料

　
ズ
一
　
分
　
　
　
金
　
　
額

　
　
　
　
般
　
　
一
〇
〇
円

（
高
校
生
以
上
）

●
使
用
料

1
入
館
料
百
円
に
ー

　
　
　
　
　
　
　
、
、
博
物
館
内
に
あ
る
集
会

種
　
　
類

使
　
　
　
　
用
　
　
　
　
料

　
午
　
　
　
前

午
前
八
時
三
〇
分

か
ら
正
午
ま
で

　
午
　
　
　
後

午
後
一
時
か
ら

午
後
五
時
ま
で

夜
　
　
　
間

午
後
六
時
か
ら

午
後
十
時
ま
で

競
　
技
　
場

二
一
、
O
O
O
円

一
八
、
O
O
O
円

二
三
、
O
O
O
円

小
　
　
　
室

一
、
O
O
O
円

一
、
O
O
O
円

一
、
二
〇
〇
円

男
子
更
衣
室

六
〇
〇
円

六
〇
〇
円

六
〇
〇
円

女
子
更
衣
室

六
〇
〇
円

六
〇
〇
円

六
〇
〇
円

考

ー
真
田
野
球
場
（
鉢
）
な
ど
が

　
　
　
　
　
加
え
ら
れ
ま
し
た
ー

区
　
　
分

集
会
室

（
特
別
展
示
室
）

会
議
室

小
会
議
室

九
時
か
ら
正
午
ま
で

二
、
O
O
O
円

五
〇
〇
円

　
ロ
　
カ
ロ

四
時
三
十
分
ま
で

三
、
O
O
O
円

、
0
0
0
円

備

午
前
・
午
後
に
わ
た

り
使
用
す
る
場
合
は

そ
れ
ぞ
れ
を
合
算
し

た
額
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…
…
市
内
の
小
学
校
九
校
、
中
学
校
六

校
の
屋
内
運
動
会
、
普
通
教
室
、
特
別
教
室
、
屋
外
運
動
場
の
使

用
料
が
一
〇
〇
円
～
二
〇
〇
円
引
き
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

とおガ夢3（5）

四
月

百
か
ら
鵜
嬰
ど
が
改
正
に
－
・

1
平
均
二
十
五
％
引
き
あ
げ
ー

　
　
　
島

黒　　　　四　　　　谷　　千
〃　〃　　〃　〃　日　〃　〃　内　’ノ代

沢　　　　町　　　　丑　　坊 団
（　　　（　　　（　　　（　　　（　　　（　　　（　　　（　　　（　　　（　　　（

　　簡　　　　　　　　第　　第 地

耐　　　　　　　　　二　　一 名

　　二　　　　　　　　　種　　種
“　“　階　“　“　“　“　“　杢　〃特

　　建　　　　　　　　　迫　　耐

　　　　　　　平　　二

（
種
別

屋　　階
建 構

四　　　三　　　　　　　　　二　二　四　四

　　　　　　二九　　　九　　　　　　＿九八〇四

’生

迫
な

●　　〃　　　●　　〃　　　〃　　　〃　　　●　　o　　　o　　●　　■

六　　五　　　　　　四七〇七七
ど
）

一　　〇　　　　　　〇五五〇二
㎡　　㎡　　　　　　㎡㎡㎡㎡㎡
）　　）　　）　　）　　）　　）　　）　　）　　）　　）　　）

九五五四三三三二二三四 旧
」　　’　’　’　’　’　’　”　ユ1　’

＿三三一九六三八四ハニ

OOOOOOOoOOOOOOOOOOOOOO
家
賃
（
円）

一
〇 六六五四四四三三四五
’　’　’　’　”　」　　’　’　”
七五三〇八五＿五〇八六
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

新
家
賃
（
円

　　一6月徴収分から一
　　　　（4月使用分）

新旧料金表　（1ヵ朋）（別表）

　
昨
年
十
二
月
に
開
催
さ
れ
た
第

四
回
定
例
市
議
会
に
お
い
て
審
議

し
、
議
決
さ
れ
た
各
種
使
用
条
例

で
、
四
月
一
日
か
ら
実
施
さ
れ
る

も
の
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

口　径
（駈）

基本料金 従　量　料　金

現行 改定 区　　分 現行 改定

13 　円380 460 1m］～10mlまで

1m】につき

11m’～20m】まで

1m1につき

21m】以上
1m」につき

　　円

　30

　75

100

　　円

　50

120

15り

16 500 580

20 700 840

25 1，000 1，200

30 1，250 1，500

40 2，200 2，700

50 3，700 4，500

75 6，900 8，300

100 10，000 12，000

臨時給水等で上記の料金
表によりかたいもの

1m’につき 150 250
計算例〕　口径13％で1ヵ月30m’使用した場合
　　　　基本料金　　　　　　　＝　460円
　　　　従量料金　10m！×50円＝　500円
　　　　　　　　10mユ×120円二1，200円
　　　　　　　　10耐×150円＝1，500円
　　　　　計　　　　　　　　3，660円

施
設
名

区
　
　
　
　
　
　
分

使
用
料

市
営
グ
ラ
ウ
ン
ド

日
の
出
か
ら
午
前
八
時
三
〇
分
ま
で

タ
　
七
〇
〇
円

午
前
八
時
三
〇
分
か
ら
正
午
ま
で

〃

午
後
一
時
か
ら
午
後
四
時
三
〇
分
ま
で

〃

午
後
四
時
三
〇
分
か
ら
日
没
ま
で

〃

日
没
か
ら
午
後
一
〇
時
ま
で

〃

　
・
呂
ク
一
フ
ウ
ン
ド

夜
間
照
明
施
設

お
船
以
把
呑
○
紛
巽
豫
い
合
は

二
、
O
O
O
円

目
の
出
か
ら
午
前
八
時
三
〇
分
ま
で

一
面
一
チ
ー
ム

　
七
〇
〇
円

午
前
八
時
三
〇
分
か
ら
正
午
ま
で

〃

太
田
島
野
球
場

信
濃
川
運
動
公

園
野
球
　
場

真
田
野
球
場

午
後
一
時
か
ら
午
後
四
時
三
〇
分
ま
で

〃

午
後
四
時
三
〇
分
か
ら
日
没
ま
で

〃

青
少
年
野
外
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
野
球
場

日
の
出
か
ら
午
前
八
時
三
〇
分
ま
で

一
チ
ー
ム

　
ニ
○
○
円

午
前
八
時
三
〇
分
か
ら
正
午
ま
で

〃

午
後
一
時
か
ら
午
後
四
時
三
〇
分
ま
で

〃

午
後
四
時
三
〇
分
か
ら
日
没
ま
で

〃

日
の
出
か
ら
午
前
八
時
三
〇
分
ま
で

一
チ
ー
ム

　
五
〇
〇
円

午
前
八
時
三
〇
分
か
ら
正
午
ま
で

〃

信
濃
川
運
動
公

園
サ
ッ
カ
ー
場

午
後
一
時
か
ら
午
後
四
時
三
〇
分
ま
で

〃

午
後
四
時
三
〇
分
か
ら
日
没
ま
で

〃

市
営
テ
ニ
ス

コ
ー
ト

用使）体団（用専

日
の
出
か
ら
午
前
八
時
三
〇
分
ま
で

一
面
二
〇
〇
円

午
前
八
時
三
〇
分
か
ら
正
午
ま
で

四
〇
〇
円

午
後
一
時
か
ら
午
後
四
時
三
〇
分
ま
で

四
〇
〇
円

午
後
四
時
三
〇
分
か
ら
日
没
ま
で

二
〇
〇
円

日
没
か
ら
午
後
一
〇
時
ま
で

四
〇
〇
円

市
営
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
夜
間
昭
酬
明
施
瓠
亟

三
〇〇
頒
鉱
狂
る
○
粉
鷹
備
猷
な
い
場
合
は

一
面
三
〇
〇
円

信
濃
川
運
動

公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト

用使）体団（用専

日
の
出
か
ら
午
前
八
時
三
〇
分
ま
で

一
面
二
〇
〇
円

午
前
八
時
三
〇
分
か
ら
正
午
ま
で

四
〇
〇
円

午
後
一
時
か
ら
午
後
四
時
三
〇
分
ま
で

四
〇
〇
円

午
後
四
時
三
〇
分
か
ら
日
没
ま
で

二
〇
〇
円

市
営
テ
ニ
ス

コ
ー
ト

信
濃
川
運
動

公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト

用使人個

二
時
間
一
面
一
人
一
般

一
〇
〇
円

二
時
間
一
面
一
人
高
校
生
以
下
・

五
〇
円

用使間年

一
　
般

二
、
O
O
O
円

高
校
生

一
、
五
〇
〇
円

中
学
生
以
下

一
、
O
O
O
円
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市
で
は
、
繊
維
産
業
の
構
造
的
な
不
況
の
中
で
、
雇
用
の
拡
大
を

は
か
る
た
め
、
積
極
的
に
企
業
誘
致
、
工
場
誘
致
に
つ
と
め
て
き
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
五
十
五
年
度
に
は
、
五
社
が
企
業
進
出
を
し
、

約
二
百
人
の
雇
用
が
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。
進
出
企
業
の
中
に
は
、

増
員
計
画
を
持
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
新
た
に
、
五
十
六
年
度

早
々
に
操
業
開
始
を
予
定
し
て
い
る
工
場
も
あ
り
ま
す
。

　
市
で
は
、
引
き
続
き
雇
用
の
拡
大
を
図
る
た
め
、
当
市
の
持
つ
風

土
や
産
物
、
技
術
を
基
盤
と
し
た
新
産
業
の
堀
り
起
こ
し
と
、
市
民

生
活
に
合
致
し
た
優
良
企
業
の
誘
致
に
努
め
て
ゆ
き
ま
す
。
そ
の
た

め
、
五
十
六
年
度
に
は
、
．
当
市
出
身
の
在
京
財
界
人
、
地
元
学
識
経

験
者
、
地
元
銀
行
、
行
政
関
係
者
等
で
、
企
業
誘
致
と
新
産
業
の
堀

り
起
こ
し
を
進
め
る
機
関
を
設
置
し
ま
す
。

　
最
近
の
進
出
企
業
の
状
況
を
、
職
業
安
定
所
が
実
施
し
た
「
進
出

企
業
雇
用
実
態
調
査
」
の
結
果
と
あ
わ
せ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
四
十
八
年
度
か
ら
十
日
町
市
に
進

出
し
て
き
て
現
在
操
業
し
て
い
る
企

業
は
、
四
十
八
年
一
社
、
五
十
一
年

一
社
、
五
十
三
年
二
社
、
五
十
四
年

二
社
、
五
十
五
年
五
社
、
の
計
十
一

社
で
す
。
五
十
六
年
早
々
に
操
業
開

始
の
た
め
準
備
を
進
め
て
い
る
企
業

が
一
社
あ
り
ま
す
。
五
十
五
年
ま
で

に
進
出
し
て
き
た
企
業
の
、
現
在
の

従
業
員
数
は
、
百
人
以
上
か
ら
十
人

ク
ラ
ス
ま
で
あ
り
ま
す
が
、
十
一
社

の
平
均
で
は
約
三
十
五
人
で
す
。
業

種
別
で
は
、
ビ
デ
オ
や
レ
コ
ー
ド
プ

レ
ー
ヤ
i
、
ラ
ジ
コ
ン
組
み
立
て
、

な
ど
の
電
気
関
係
が
六
社
で
半
分
以

上
を
占
め
、
衣
服
、
縫
製
関
係
が
二

社
、
自
動
車
関
係
部
品
、
紙
、
皮
革

関
係
が
各
一
社
で
す
。

　
進
出
企
業
の
本
社
の
所
在
地
は
、

東
京
都
（
江
戸
川
区
、
葛
飾
区
、
台

東
区
）
、
埼
玉
県
（
越
谷
市
、
樋
川

氏
、
川
越
市
V
、
神
奈
川
県
、
県
内

（
広
神
村
ほ
か
）
な
ど
で
、
資
本
金

別
で
は
、
五
千
万
円
（
二
社
〉
、
四

千
八
百
万
円
、
千
百
万
円
、
五
百
万

円
、
四
百
万
円
、
三
百
万
円
な
ど
で
す
。

（
以
上
＋
二
月
末
現
在
）

　
昨
年
八
月
～
九
月
に
か
け
て
、
十

日
町
公
共
職
業
安
定
所
が
実
施
し
た

「
管
内
進
出
企
業
の
雇
用
等
の
実
態

調
査
結
果
」
に
よ
っ
て
、
郡
市
内
の

進
出
企
業
の
実
態
を
み
て
み
る
と
、

　
従
業
者
の
状
況
で
は
、
三
分
の
二

が
女
子
労
働
者
で
、
年
齢
別
で
は
二

十
五
～
四
十
四
歳
の
人
が
六
十
一
％
、

四
十
五
歳
以
上
の
人
が
二
十
一
％
で

す
。
雇
用
形
態
で
は
、
九
十
六
％
の

人
が
常
用
採
用
さ
れ
て
お
り
、
臨
時

。
ハ
ー
ト
の
人
が
四
％
で
、
そ
の
ほ
と

ん
ど
が
女
子
従
業
者
で
す
。
出
身
世

帯
別
で
は
、
七
十
三
％
の
人
が
農
業

世
帯
で
、
非
農
業
世
帯
が
二
十
七
％

で
す
。
男
子
従
業
者
に
、
農
業
世
帯

の
出
身
者
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
労
働
条
件
で
は
、
定
年
制
の
あ
る

事
業
所
が
六
十
五
％
、
定
年
年
齢
は

五
十
五
歳
～
六
十
歳
の
間
で
す
。

週
休
二
日
制
は
、
六
十
五
％
の
事
業

所
で
な
ん
ら
か
の
形
で
実
施
し
て
い

ま
す
。
常
用
労
働
者
の
賃
金
は
、
男

子
で
十
万
～
十
五
万
が
五
十
％
、
十

五
万
円
以
上
が
二
十
九
％
と
十
万
円

以
上
の
人
が
多
く
、
女
子
で
は
、
七

万
～
八
万
が
五
十
四
％
、
七
万
円
未

満
十
八
％
、
八
万
～
九
万
円
十
五
％

と
十
万
円
以
下
の
人
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　
企
業
進
出
し
て
き
た
事
由
は
、
労

働
力
確
保
に
関
す
る
も
の
が
一
番
多

く
、
土
地
、
建
物
、
地
元
と
の
縁
故

に
よ
る
も
の
な
ど
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
進
出
に
あ
た
っ
て
期
待
し
た
メ
リ

ッ
ト
は
、
八
十
五
％
の
企
業
が
あ
っ

た
と
答
え
て
お
り
、
よ
り
地
元
に
密

着
し
た
企
業
活
動
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

新
規
学
卒
の
受
け
入
れ
に
ご
配
慮
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
i
職
業
安
定
所
1

　
新
規
学
卒
者
は
、
い
ま
ま
で
の
学

校
生
活
や
家
庭
生
活
と
全
く
違
う
環

境
に
入
る
不
安
を
持
ち
な
が
ら
新
し

い
職
場
に
夢
と
希
望
を
も
っ
て
い
ま

す
。
受
け
入
れ
の
際
に
は
、
つ
ぎ
の

こ
と
に
留
意
し
て
、
早
期
離
職
の
防

止
と
職
場
へ
の
適
応
が
図
ら
れ
る
よ

う
に
．
こ
配
慮
く
だ
さ
い
。

一
、
入
社
前
に

　
入
社
日
時
が
決
定
し
た
ら
、
当
日

持
参
す
る
も
の
等
を
含
め
早
急
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。
卒
業
前
に
は
、

実
習
な
ど
も
含
め
使
用
開
始
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。

二
、
入
社
後
に
は

　
職
場
の
人
問
関
係
で
悩
ん
だ
り
困

っ
た
り
す
る
人
は
、
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
毎
日
職
場
で
接
す
る
上
役
や

先
輩
に
学
卒
者
の
受
け
入
れ
に
つ
い

て
事
前
に
理
解
と
協
力
を
求
め
て
お

い
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
す
ぐ
に
仕

事
に
つ
か
せ
ず
に
、
職
場
へ
の
適
応

と
自
己
啓
発
、
向
上
心
を
喚
起
さ
せ

る
た
め
、
計
画
的
に
、
研
修
、
教
育
、

訓
練
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
求
人
条
件
は
必
ず
守
っ
て
下
さ
い
。

中
小
企
業
退
職
金
共
済
契
約

者
の
掛
金
納
付
期
限
延
長
に

　
今
年
の
豪
雪
に
よ
り
被
害
を
受
け

た
共
済
契
約
者
に
対
し
て
、
掛
金
納

付
期
限
の
延
長
の
特
例
措
置
が
と
ら

れ
ま
し
た
。

特
例
月
分
　
五
十
六
年
一
～
三
月
分

の
掛
金

納
付
期
限
　
五
十
六
年
　
五
月
三
十

日
む
ま
で

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
商
工
課
（
8

七
－
三
二
一
番
内
線
二
六
六
）
へ
。

簾
妻
宅
晃
導
事

う
ま
い
米
と
は

　
　
　
　
　
何
だ
ろ
う

　
米
に
た
ず
さ
わ
り
、
米
に
関
す
る

会
議
に
出
、
文
章
に
書
き
、
人
に
寧

伝
し
て
い
る
。
そ
の
時
に
『
う
ま
い
、

米
、
良
質
米
、
銘
柄
米
、
讐
シ
ヒ
ヵ

リ
が
と
り
わ
け
う
ま
い
、
」
な
ど
と
、

い
つ
も
抵
抗
を
感
ぜ
ず
に
、
ス
ラ
ス

ラ
と
話
を
し
て
い
る
が
、
シ
リ
ー
ズ

『
お
米
を
見
直
そ
う
』
を
追
う
中
で

い
っ
た
い
う
ま
い
米
と
は
何
ん
だ
ろ

う
と
疑
問
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

　
「
お
米
の
未
来
学
』
地
球
社
刊

の
中
で
は
、
う
ま
い
ご
飯
に
つ
い
て

つ
ぎ
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

●
色
が
白
く
艶
が
あ
り
．
粒
の
形
が

良
い
（
視
覚
）
　
●
か
む
時
音
が
抵

と
ん
ど
し
な
い
（
聴
覚
）
　
●
鳳
殊

が
あ
る
（
喚
覚
Y
　
●
い
く
も
か
ん

で
も
味
が
変
わ
ら
ず
、
多
少
油
っ
鱒
》

い
感
じ
と
な
ん
と
な
く
甘
い
感
じ
が

す
る
が
無
味
に
近
い
（
味
覚
〉
　
●
・

あ
た
た
か
く
ご
飯
粒
が
滑
ら
か
で
柔

軟
で
粘
り
と
弾
力
が
あ
る
（
触
覚
）
・

　
そ
し
て
更
に
白
い
ご
飯
の
特
徽
は

水
分
が
六
十
五
習
程
度
で
、
ロ
の
中

に
入
れ
た
と
き
、
少
し
か
め
ぱ
唾
液

が
ま
じ
っ
て
容
易
に
の
み
込
む
こ
と

が
で
き
る
こ
と
、
味
が
淡
白
な
こ
と

な
ど
を
あ
げ
て
い
る
．

　
ご
飯
の
味
は
、
人
問
が
食
べ
て
う

ま
い
か
ま
ず
い
か
を
判
断
す
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ズ
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
蕊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
僻

。
だ
か
ら
、
こ
れ
錯
け
の
要
肇
を
鶴
沁

沁
潟
窺
と
い
う
こ
籔
に
劇
を
と
数
あ

粟
幌
壌
輿
攣
象
詮
馨

も
の
懸
絃
な
い
。
・
麟
局
、
，
炊
い
た
ど

蓉
に
う
ま
い
ご
飯
め
悪
黛
る
豪
が
良

質
米
と
い
う
轟
匙
滋
襟
萎
だ
姦
う
．
、

　
　
　
　
　
　
　
げ
　
　

き
楼
識
灘
糞
護
適
薯
”
蕊

着
蓄
翁
輩
馨
く
窪
撃

雪
竈
膣
壌
が
参
奮
れ

食
味
に
衡
係
し
で
い
る
ミ
と
に
松
参
礁

こ
れ
ら
毎
や
で
も
編
雛
」
産
紬
｝
、
載

培
方
法
な
ど
が
主
因
駕
だ
し
で
お
り

う
ま
い
米
は
、
こ
れ
ら
鑓
よ
っ
て
形

成
さ
れ
識
幾
毒
の
持
つ
特
質
を
か

も
し
出
し
て
い
る
。
　
扁
ρ
に
「
う
ま

．
い
米
』
と
君
っ
て
も
、
そ
の
背
景
に

穏
、
長
い
揮
史
と
多
く
の
研
究
機
関

や
生
産
者
の
努
力
と
汗
に
よ
っ
て
、

生
巌
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
知

り
、
｝
層
門
お
米
の
見
直
し
』
の
認

　
　
や

識
を
深
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
（
市
農
林
課
兼
消
費
拡
大
担
当
）

　　　　訂正とお詫び

　お知らせ版2月号、4Pの財政のお知らせ

の中で、「歳出性質別分析表j総費1億33，339

万円を103億3，439万円に訂正、公債費5，801を

54，801に訂正、「特別会計予算状況』の中の診

療所と簡易水道の予算額を入れかえ、5P、

「市町村別負担金状況」の総額525，300万円を

525，300千円に訂正してお詫びいたします。
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農纏嚢藩も、万一の事故に備え

醗災保険に加入を

　
農
作
業
の
機
械
化
が
進
む
に
つ
れ
て
、
農
作
業
中
の
事
故
が
増
加
す

る
傾
向
に
あ
り
、
機
械
の
大
型
化
に
伴
っ
て
、
危
険
の
度
合
い
も
増
し

て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
市
農
業
委
員
会
で
は
、
市
農
協
の
協
力
を
得

て
、
「
十
日
町
市
農
業
者
労
災
保
険
組
合
」
を
設
立
し
、
労
災
保
険
の
「
特

別
加
入
」
の
促
進
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
万
が
一
、
農
作

業
中
に
生
じ
た
災
害
を
補
償
す
る
た
め
に
、
是
非
、
皆
ん
な
で
加
入
し

ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
四
月
中
旬
に
、
加
入
申
し
込
み
用
紙
と
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
各

農
家
に
配
布
い
た
し
ま
す
。

　
工
場
な
ど
で
働
く
人
達
が
、
仕
事

中
に
事
故
を
起
こ
し
た
場
合
は
、
労

働
災
害
補
償
保
険
法
（
労
災
法
〉
に

よ
っ
て
事
故
の
租
度
に
応
じ
、
い
ろ

い
ろ
な
補
償
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
農
家
の
皆
さ
ん
に
も
、
こ
の
適
用

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
昭
和
四
十
年

に
法
律
が
改
正
さ
れ
、
労
災
保
険
に

「
特
別
加
入
」
と
し
て
加
入
が
認
め

ら
れ
ま
し
た
。

◆
加

　
加
入
資
格
は
、
つ
ぎ
の
指
定
さ
れ

た
農
業
機
械
を
使
用
し
て
農
作
業
に

従
事
す
る
人
（
特
定
農
業
機
械
作
業

従
事
者
と
い
い
ま
す
V
は
、
ど
な
た
で

も
加
入
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
集
団

栽
培
組
合
な
ど
に
雇
用
さ
れ
て
い
る

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
加
入
は
従
来
通
り

と
な
り
ま
す
。

　
一
、
動
力
耕
う
ん
機
　
二
、
農
業

用
ト
ラ
ク
タ
ー
　
三
、
ト
レ
ン
チ
ャ

」
四
、
自
走
式
田
植
機
　
五
、
自

走
式
ス
ピ
ー
ド
ス
プ
レ
ヤ
ー
　
六
、

自
動
式
防
除
用
機
械
　
七
、
自
走
式

動
力
刈
取
機
　
八
、
コ
ン
バ
イ
ン

九
、
自
走
式
収
穫
用
機
械
　
十
、
農

用
ト
ラ
ッ
ク
　
十
一
、
自
走
式
運
搬

用
機
械
　
十
二
、
動
力
揚
水
機
　
十

三
、
動
力
草
刈
機
　
十
四
、
動
力
カ

ッ
タ
i
　
十
五
、
動
力
摘
採
機
　
十

六
、
動
力
脱
穀
機
　
十
七
、
動
力
せ

ん
定
機
　
十
八
、
動
力
せ
ん
枝
機

十
九
、
チ
ェ
ン
ソ
ー
　
二
十
、
モ
ノ

レ
ー
ル
　
ニ
十
一
、
コ
ン
ベ
ア

◆
補

蹴
難

左
表
の
と
お
り
で
す
。

◆
補

　
指
定
さ
れ
た
農
業
機
械
を
使
い
、

土
地
の
耕
作
、
開
墾
、
植
物
の
栽
培

も
し
く
は
採
取
作
業
、
圃
場
や
圃
場

の
作
業
場
に
お
い
て
行
う
作
業
に
限

定
し
、
対
象
に
な
り
ま
す
。

◆
保

　
保
険
の
年
度
は
、
毎
年
四
月
一
日

か
ら
翌
年
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の

一
年
契
約
で
す
が
、
五
十
六
年
度
に

つ
い
て
は
、
五
月
一
日
か
ら
翌
年
の

三
月
三
十
一
日
と
な
り
ま
す
。
な
お

年
度
の
途
中
で
も
加
入
で
き
ま
す
が
、

保
険
料
は
一
年
分
支
払
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◆
加

　
加
入
手
続
の
詳
細
は
、
四
月
上
旬

に
各
農
家
に
配
布
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
に
示
し
て
あ
り
ま
す
が
、
市
農
業

委
員
会
と
市
農
協
が
加
入
の
手
続
き

窓
口
に
な
り
ま
す
。

◆
保

　
国
が
定
め
て
い
る
給
付
基
礎
日
額

の
範
囲
（
二
千
五
百
円
～
一
万
六
千

円
）
で
加
入
者
が
選
ん
で
決
め
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
間

　
　
　
　
　
　
円
　
　
円
　
　
円

　
　
　
　
咋
m
　
5
0
　
3
0

　
　
　
　
料
　
渇
　
ゆ
　
3
，

　
　
　
　
険
　
　
6
　
1
0
　
1
5

　
　
　
　
保

とおガ夢3易

給付基礎年額

1，095，000円

1，825，000円

2，555，000円

容内償補

　　　内　　　　　　容

病院などでかかった医療費、添い看護料、マ
ッサージ料通院費など必要と認めた治療費用

類種

療養補償給付

療養のため仕事を休んだ4日目から支給される
1日当たり支給額

騰離付繕騰鵬麟、。．／藪

治療を始めて1年半たっても治らず、仕事が
できない人は休業補償のかわりに年金が支給
される。障害の程度により給付基礎日額は1
級は313日分、2級は277日分、3級は245日分

休業補償給付

傷病補償年金

（長期の休業）

け
が
　
　
病
気

障害の重い1級から7級まで支
給される。1級は給付基礎日額
の313日分、7級は131日分

金年

障害の8級から14級まで支給さ
れる。8級は給付基礎日額の、

503日分、14級は56日分
一時金

1時金で加算される。

1級は342万円、14級は8万円
特別支給金

障害補償給付

後
　
　
遺
　
　
症

扶養されていた遺族に対して遺
族の数に応じて支給される。

1人の場合は、給付基礎年額の

153日分、5人以上の場合245日分

金年

扶養されていなかった遺族のみ
の場合は給付基礎日額の1，000
日分

一時金

一時金で300万円特別支給金

定額で16万5千円と給付基礎日

額の30日分葬祭料

遺族補償給付

（遺族の保護）

死

亡

　
　
　
　
額

　
　
　
　
日
　
　
円
　
　
円
　
　
円

　
】
騨
鋼
鋤
脚

　
例
　
付
　
3
　
5
　
7

　
【
　
給

　
※
　
給
付
基
礎
日
額
と
は
、
災
害

が
あ
っ
た
時
、
受
け
る
給
付
額
の
基

本
に
な
り
ま
す
。
一
般
の
労
働
者
は

給
料
の
額
で
決
ま
り
ま
す
が
、
農
業

者
の
場
合
は
決
め
ら
れ
た
賃
金
が
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
こ
の
制
度
で
は
加

入
者
か
ら
自
由
に
日
額
を
選
択
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
不
明
な
点
に
つ
い
て
は
、
市
農
業

委
員
会
（
8
七
⊥
三
一
一
番
内
線

二
六
一
）
か
市
農
協
企
画
管
理
課
（
3

七
ー
一
五
七
一
番
内
線
一
七
）
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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市
で
は
、
繊
維
産
業
の
構
造
的
な
不
況
の
中
で
、
雇
用
の
拡
大
を

は
か
る
た
め
、
積
極
的
に
企
業
誘
致
、
工
場
誘
致
に
つ
と
め
て
き
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
五
十
五
年
度
に
は
、
五
社
が
企
業
進
出
を
し
、

約
二
百
人
の
雇
用
が
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。
進
出
企
業
の
中
に
は
、

増
員
計
画
を
持
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
新
た
に
、
五
十
六
年
度

早
々
に
操
業
開
始
を
予
定
し
て
い
る
工
場
も
あ
り
ま
す
。

　
市
で
は
、
引
き
続
き
雇
用
の
拡
大
を
図
る
た
め
、
当
市
の
持
つ
風

土
や
産
物
、
技
術
を
基
盤
と
し
た
新
産
業
の
堀
り
起
こ
し
と
、
市
民

生
活
に
合
致
し
た
優
良
企
業
の
誘
致
に
努
め
て
ゆ
き
ま
す
。
そ
の
た

め
、
五
十
六
年
度
に
は
、
．
当
市
出
身
の
在
京
財
界
人
、
地
元
学
識
経

験
者
、
地
元
銀
行
、
行
政
関
係
者
等
で
、
企
業
誘
致
と
新
産
業
の
堀

り
起
こ
し
を
進
め
る
機
関
を
設
置
し
ま
す
。

　
最
近
の
進
出
企
業
の
状
況
を
、
職
業
安
定
所
が
実
施
し
た
「
進
出

企
業
雇
用
実
態
調
査
」
の
結
果
と
あ
わ
せ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
四
十
八
年
度
か
ら
十
日
町
市
に
進

出
し
て
き
て
現
在
操
業
し
て
い
る
企

業
は
、
四
十
八
年
一
社
、
五
十
一
年

一
社
、
五
十
三
年
二
社
、
五
十
四
年

二
社
、
五
十
五
年
五
社
、
の
計
十
一

社
で
す
。
五
十
六
年
早
々
に
操
業
開

始
の
た
め
準
備
を
進
め
て
い
る
企
業

が
一
社
あ
り
ま
す
。
五
十
五
年
ま
で

に
進
出
し
て
き
た
企
業
の
、
現
在
の

従
業
員
数
は
、
百
人
以
上
か
ら
十
人

ク
ラ
ス
ま
で
あ
り
ま
す
が
、
十
一
社

の
平
均
で
は
約
三
十
五
人
で
す
。
業

種
別
で
は
、
ビ
デ
オ
や
レ
コ
ー
ド
プ

レ
ー
ヤ
i
、
ラ
ジ
コ
ン
組
み
立
て
、

な
ど
の
電
気
関
係
が
六
社
で
半
分
以

上
を
占
め
、
衣
服
、
縫
製
関
係
が
二

社
、
自
動
車
関
係
部
品
、
紙
、
皮
革

関
係
が
各
一
社
で
す
。

　
進
出
企
業
の
本
社
の
所
在
地
は
、

東
京
都
（
江
戸
川
区
、
葛
飾
区
、
台

東
区
）
、
埼
玉
県
（
越
谷
市
、
樋
川

氏
、
川
越
市
V
、
神
奈
川
県
、
県
内

（
広
神
村
ほ
か
）
な
ど
で
、
資
本
金

別
で
は
、
五
千
万
円
（
二
社
〉
、
四

千
八
百
万
円
、
千
百
万
円
、
五
百
万

円
、
四
百
万
円
、
三
百
万
円
な
ど
で
す
。

（
以
上
＋
二
月
末
現
在
）

　
昨
年
八
月
～
九
月
に
か
け
て
、
十

日
町
公
共
職
業
安
定
所
が
実
施
し
た

「
管
内
進
出
企
業
の
雇
用
等
の
実
態

調
査
結
果
」
に
よ
っ
て
、
郡
市
内
の

進
出
企
業
の
実
態
を
み
て
み
る
と
、

　
従
業
者
の
状
況
で
は
、
三
分
の
二

が
女
子
労
働
者
で
、
年
齢
別
で
は
二

十
五
～
四
十
四
歳
の
人
が
六
十
一
％
、

四
十
五
歳
以
上
の
人
が
二
十
一
％
で

す
。
雇
用
形
態
で
は
、
九
十
六
％
の

人
が
常
用
採
用
さ
れ
て
お
り
、
臨
時

。
ハ
ー
ト
の
人
が
四
％
で
、
そ
の
ほ
と

ん
ど
が
女
子
従
業
者
で
す
。
出
身
世

帯
別
で
は
、
七
十
三
％
の
人
が
農
業

世
帯
で
、
非
農
業
世
帯
が
二
十
七
％

で
す
。
男
子
従
業
者
に
、
農
業
世
帯

の
出
身
者
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
労
働
条
件
で
は
、
定
年
制
の
あ
る

事
業
所
が
六
十
五
％
、
定
年
年
齢
は

五
十
五
歳
～
六
十
歳
の
間
で
す
。

週
休
二
日
制
は
、
六
十
五
％
の
事
業

所
で
な
ん
ら
か
の
形
で
実
施
し
て
い

ま
す
。
常
用
労
働
者
の
賃
金
は
、
男

子
で
十
万
～
十
五
万
が
五
十
％
、
十

五
万
円
以
上
が
二
十
九
％
と
十
万
円

以
上
の
人
が
多
く
、
女
子
で
は
、
七

万
～
八
万
が
五
十
四
％
、
七
万
円
未

満
十
八
％
、
八
万
～
九
万
円
十
五
％

と
十
万
円
以
下
の
人
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　
企
業
進
出
し
て
き
た
事
由
は
、
労

働
力
確
保
に
関
す
る
も
の
が
一
番
多

く
、
土
地
、
建
物
、
地
元
と
の
縁
故

に
よ
る
も
の
な
ど
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
進
出
に
あ
た
っ
て
期
待
し
た
メ
リ

ッ
ト
は
、
八
十
五
％
の
企
業
が
あ
っ

た
と
答
え
て
お
り
、
よ
り
地
元
に
密

着
し
た
企
業
活
動
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

新
規
学
卒
の
受
け
入
れ
に
ご
配
慮
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
i
職
業
安
定
所
1

　
新
規
学
卒
者
は
、
い
ま
ま
で
の
学

校
生
活
や
家
庭
生
活
と
全
く
違
う
環

境
に
入
る
不
安
を
持
ち
な
が
ら
新
し

い
職
場
に
夢
と
希
望
を
も
っ
て
い
ま

す
。
受
け
入
れ
の
際
に
は
、
つ
ぎ
の

こ
と
に
留
意
し
て
、
早
期
離
職
の
防

止
と
職
場
へ
の
適
応
が
図
ら
れ
る
よ

う
に
．
こ
配
慮
く
だ
さ
い
。

一
、
入
社
前
に

　
入
社
日
時
が
決
定
し
た
ら
、
当
日

持
参
す
る
も
の
等
を
含
め
早
急
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。
卒
業
前
に
は
、

実
習
な
ど
も
含
め
使
用
開
始
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。

二
、
入
社
後
に
は

　
職
場
の
人
問
関
係
で
悩
ん
だ
り
困

っ
た
り
す
る
人
は
、
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
毎
日
職
場
で
接
す
る
上
役
や

先
輩
に
学
卒
者
の
受
け
入
れ
に
つ
い

て
事
前
に
理
解
と
協
力
を
求
め
て
お

い
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
す
ぐ
に
仕

事
に
つ
か
せ
ず
に
、
職
場
へ
の
適
応

と
自
己
啓
発
、
向
上
心
を
喚
起
さ
せ

る
た
め
、
計
画
的
に
、
研
修
、
教
育
、

訓
練
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
求
人
条
件
は
必
ず
守
っ
て
下
さ
い
。

中
小
企
業
退
職
金
共
済
契
約

者
の
掛
金
納
付
期
限
延
長
に

　
今
年
の
豪
雪
に
よ
り
被
害
を
受
け

た
共
済
契
約
者
に
対
し
て
、
掛
金
納

付
期
限
の
延
長
の
特
例
措
置
が
と
ら

れ
ま
し
た
。

特
例
月
分
　
五
十
六
年
一
～
三
月
分

の
掛
金

納
付
期
限
　
五
十
六
年
　
五
月
三
十

日
む
ま
で

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
商
工
課
（
8

七
－
三
二
一
番
内
線
二
六
六
）
へ
。

簾
妻
宅
晃
導
事

う
ま
い
米
と
は

　
　
　
　
　
何
だ
ろ
う

　
米
に
た
ず
さ
わ
り
、
米
に
関
す
る

会
議
に
出
、
文
章
に
書
き
、
人
に
寧

伝
し
て
い
る
。
そ
の
時
に
『
う
ま
い
、

米
、
良
質
米
、
銘
柄
米
、
讐
シ
ヒ
ヵ

リ
が
と
り
わ
け
う
ま
い
、
」
な
ど
と
、

い
つ
も
抵
抗
を
感
ぜ
ず
に
、
ス
ラ
ス

ラ
と
話
を
し
て
い
る
が
、
シ
リ
ー
ズ

『
お
米
を
見
直
そ
う
』
を
追
う
中
で

い
っ
た
い
う
ま
い
米
と
は
何
ん
だ
ろ

う
と
疑
問
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

　
「
お
米
の
未
来
学
』
地
球
社
刊

の
中
で
は
、
う
ま
い
ご
飯
に
つ
い
て

つ
ぎ
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

●
色
が
白
く
艶
が
あ
り
．
粒
の
形
が

良
い
（
視
覚
）
　
●
か
む
時
音
が
抵

と
ん
ど
し
な
い
（
聴
覚
）
　
●
鳳
殊

が
あ
る
（
喚
覚
Y
　
●
い
く
も
か
ん

で
も
味
が
変
わ
ら
ず
、
多
少
油
っ
鱒
》

い
感
じ
と
な
ん
と
な
く
甘
い
感
じ
が

す
る
が
無
味
に
近
い
（
味
覚
〉
　
●
・

あ
た
た
か
く
ご
飯
粒
が
滑
ら
か
で
柔

軟
で
粘
り
と
弾
力
が
あ
る
（
触
覚
）
・

　
そ
し
て
更
に
白
い
ご
飯
の
特
徽
は

水
分
が
六
十
五
習
程
度
で
、
ロ
の
中

に
入
れ
た
と
き
、
少
し
か
め
ぱ
唾
液

が
ま
じ
っ
て
容
易
に
の
み
込
む
こ
と

が
で
き
る
こ
と
、
味
が
淡
白
な
こ
と

な
ど
を
あ
げ
て
い
る
．

　
ご
飯
の
味
は
、
人
問
が
食
べ
て
う

ま
い
か
ま
ず
い
か
を
判
断
す
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ズ
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
蕊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
僻

。
だ
か
ら
、
こ
れ
錯
け
の
要
肇
を
鶴
沁

沁
潟
窺
と
い
う
こ
籔
に
劇
を
と
数
あ

粟
幌
壌
輿
攣
象
詮
馨

も
の
懸
絃
な
い
。
・
麟
局
、
，
炊
い
た
ど

蓉
に
う
ま
い
ご
飯
め
悪
黛
る
豪
が
良

質
米
と
い
う
轟
匙
滋
襟
萎
だ
姦
う
．
、

　
　
　
　
　
　
　
げ
　
　

き
楼
識
灘
糞
護
適
薯
”
蕊

着
蓄
翁
輩
馨
く
窪
撃

雪
竈
膣
壌
が
参
奮
れ

食
味
に
衡
係
し
で
い
る
ミ
と
に
松
参
礁

こ
れ
ら
毎
や
で
も
編
雛
」
産
紬
｝
、
載

培
方
法
な
ど
が
主
因
駕
だ
し
で
お
り

う
ま
い
米
は
、
こ
れ
ら
鑓
よ
っ
て
形

成
さ
れ
識
幾
毒
の
持
つ
特
質
を
か

も
し
出
し
て
い
る
。
　
扁
ρ
に
「
う
ま

．
い
米
』
と
君
っ
て
も
、
そ
の
背
景
に

穏
、
長
い
揮
史
と
多
く
の
研
究
機
関

や
生
産
者
の
努
力
と
汗
に
よ
っ
て
、

生
巌
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
知

り
、
｝
層
門
お
米
の
見
直
し
』
の
認

　
　
や

識
を
深
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
（
市
農
林
課
兼
消
費
拡
大
担
当
）

　　　　訂正とお詫び

　お知らせ版2月号、4Pの財政のお知らせ

の中で、「歳出性質別分析表j総費1億33，339

万円を103億3，439万円に訂正、公債費5，801を

54，801に訂正、「特別会計予算状況』の中の診

療所と簡易水道の予算額を入れかえ、5P、

「市町村別負担金状況」の総額525，300万円を

525，300千円に訂正してお詫びいたします。

第3種郵便物認可）昭和56年3月10日

農纏嚢藩も、万一の事故に備え

醗災保険に加入を

　
農
作
業
の
機
械
化
が
進
む
に
つ
れ
て
、
農
作
業
中
の
事
故
が
増
加
す

る
傾
向
に
あ
り
、
機
械
の
大
型
化
に
伴
っ
て
、
危
険
の
度
合
い
も
増
し

て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
市
農
業
委
員
会
で
は
、
市
農
協
の
協
力
を
得

て
、
「
十
日
町
市
農
業
者
労
災
保
険
組
合
」
を
設
立
し
、
労
災
保
険
の
「
特

別
加
入
」
の
促
進
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
万
が
一
、
農
作

業
中
に
生
じ
た
災
害
を
補
償
す
る
た
め
に
、
是
非
、
皆
ん
な
で
加
入
し

ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
四
月
中
旬
に
、
加
入
申
し
込
み
用
紙
と
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
各

農
家
に
配
布
い
た
し
ま
す
。

　
工
場
な
ど
で
働
く
人
達
が
、
仕
事

中
に
事
故
を
起
こ
し
た
場
合
は
、
労

働
災
害
補
償
保
険
法
（
労
災
法
〉
に

よ
っ
て
事
故
の
租
度
に
応
じ
、
い
ろ

い
ろ
な
補
償
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
農
家
の
皆
さ
ん
に
も
、
こ
の
適
用

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
昭
和
四
十
年

に
法
律
が
改
正
さ
れ
、
労
災
保
険
に

「
特
別
加
入
」
と
し
て
加
入
が
認
め

ら
れ
ま
し
た
。

◆
加

　
加
入
資
格
は
、
つ
ぎ
の
指
定
さ
れ

た
農
業
機
械
を
使
用
し
て
農
作
業
に

従
事
す
る
人
（
特
定
農
業
機
械
作
業

従
事
者
と
い
い
ま
す
V
は
、
ど
な
た
で

も
加
入
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
集
団

栽
培
組
合
な
ど
に
雇
用
さ
れ
て
い
る

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
加
入
は
従
来
通
り

と
な
り
ま
す
。

　
一
、
動
力
耕
う
ん
機
　
二
、
農
業

用
ト
ラ
ク
タ
ー
　
三
、
ト
レ
ン
チ
ャ

」
四
、
自
走
式
田
植
機
　
五
、
自

走
式
ス
ピ
ー
ド
ス
プ
レ
ヤ
ー
　
六
、

自
動
式
防
除
用
機
械
　
七
、
自
走
式

動
力
刈
取
機
　
八
、
コ
ン
バ
イ
ン

九
、
自
走
式
収
穫
用
機
械
　
十
、
農

用
ト
ラ
ッ
ク
　
十
一
、
自
走
式
運
搬

用
機
械
　
十
二
、
動
力
揚
水
機
　
十

三
、
動
力
草
刈
機
　
十
四
、
動
力
カ

ッ
タ
i
　
十
五
、
動
力
摘
採
機
　
十

六
、
動
力
脱
穀
機
　
十
七
、
動
力
せ

ん
定
機
　
十
八
、
動
力
せ
ん
枝
機

十
九
、
チ
ェ
ン
ソ
ー
　
二
十
、
モ
ノ

レ
ー
ル
　
ニ
十
一
、
コ
ン
ベ
ア

◆
補

蹴
難

左
表
の
と
お
り
で
す
。

◆
補

　
指
定
さ
れ
た
農
業
機
械
を
使
い
、

土
地
の
耕
作
、
開
墾
、
植
物
の
栽
培

も
し
く
は
採
取
作
業
、
圃
場
や
圃
場

の
作
業
場
に
お
い
て
行
う
作
業
に
限

定
し
、
対
象
に
な
り
ま
す
。

◆
保

　
保
険
の
年
度
は
、
毎
年
四
月
一
日

か
ら
翌
年
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の

一
年
契
約
で
す
が
、
五
十
六
年
度
に

つ
い
て
は
、
五
月
一
日
か
ら
翌
年
の

三
月
三
十
一
日
と
な
り
ま
す
。
な
お

年
度
の
途
中
で
も
加
入
で
き
ま
す
が
、

保
険
料
は
一
年
分
支
払
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◆
加

　
加
入
手
続
の
詳
細
は
、
四
月
上
旬

に
各
農
家
に
配
布
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
に
示
し
て
あ
り
ま
す
が
、
市
農
業

委
員
会
と
市
農
協
が
加
入
の
手
続
き

窓
口
に
な
り
ま
す
。

◆
保

　
国
が
定
め
て
い
る
給
付
基
礎
日
額

の
範
囲
（
二
千
五
百
円
～
一
万
六
千

円
）
で
加
入
者
が
選
ん
で
決
め
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
間

　
　
　
　
　
　
円
　
　
円
　
　
円

　
　
　
　
咋
m
　
5
0
　
3
0

　
　
　
　
料
　
渇
　
ゆ
　
3
，

　
　
　
　
険
　
　
6
　
1
0
　
1
5

　
　
　
　
保

とおガ夢3易

給付基礎年額

1，095，000円

1，825，000円

2，555，000円

容内償補

　　　内　　　　　　容

病院などでかかった医療費、添い看護料、マ
ッサージ料通院費など必要と認めた治療費用

類種

療養補償給付

療養のため仕事を休んだ4日目から支給される
1日当たり支給額

騰離付繕騰鵬麟、。．／藪

治療を始めて1年半たっても治らず、仕事が
できない人は休業補償のかわりに年金が支給
される。障害の程度により給付基礎日額は1
級は313日分、2級は277日分、3級は245日分

休業補償給付

傷病補償年金

（長期の休業）

け
が
　
　
病
気

障害の重い1級から7級まで支
給される。1級は給付基礎日額
の313日分、7級は131日分

金年

障害の8級から14級まで支給さ
れる。8級は給付基礎日額の、

503日分、14級は56日分
一時金

1時金で加算される。

1級は342万円、14級は8万円
特別支給金

障害補償給付

後
　
　
遺
　
　
症

扶養されていた遺族に対して遺
族の数に応じて支給される。

1人の場合は、給付基礎年額の

153日分、5人以上の場合245日分

金年

扶養されていなかった遺族のみ
の場合は給付基礎日額の1，000
日分

一時金

一時金で300万円特別支給金

定額で16万5千円と給付基礎日

額の30日分葬祭料

遺族補償給付

（遺族の保護）

死

亡

　
　
　
　
額

　
　
　
　
日
　
　
円
　
　
円
　
　
円

　
】
騨
鋼
鋤
脚

　
例
　
付
　
3
　
5
　
7

　
【
　
給

　
※
　
給
付
基
礎
日
額
と
は
、
災
害

が
あ
っ
た
時
、
受
け
る
給
付
額
の
基

本
に
な
り
ま
す
。
一
般
の
労
働
者
は

給
料
の
額
で
決
ま
り
ま
す
が
、
農
業

者
の
場
合
は
決
め
ら
れ
た
賃
金
が
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
こ
の
制
度
で
は
加

入
者
か
ら
自
由
に
日
額
を
選
択
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
不
明
な
点
に
つ
い
て
は
、
市
農
業

委
員
会
（
8
七
⊥
三
一
一
番
内
線

二
六
一
）
か
市
農
協
企
画
管
理
課
（
3

七
ー
一
五
七
一
番
内
線
一
七
）
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。



O
臥
Q
O
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き　3月15日（日）

　午前10時～午後3時

スキー協

F教育委員

鞭
〔主催〕十1

〔後援〕十E

　　■ところ　市民スキー場

　　　　　　　ジヤンプ台

　　■招待選手

　　　●明治大学スキー部ジャンプ選

　　　　手団

●津南中学スキー部ジャンプ選

　手

／

戸／／
　■日程

　　●午前10時～ジャンプ台開き

〕　　●10時半～選手団模範飛行

　　●午後1時～少年ジャンプ教室r
少年ジャンプ教室はアルペンスキ

ーで気軽に参加できるものです。

し小・中学生の希望者はたくさん参

加してください。

〈ジャンプ台の縦断面図〉

25m級ジャンプ台

マ砺
　　　　　　4ノη

　　　P点　　K点（極限点
標準点）

＼竜

藷
スタート台

昭
和
56
年
度
銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
会
を
実
施

　
昭
和
五
十
六
年
度
の
銃
砲
刀
剣
類

登
録
審
査
会
を
左
表
の
日
程
で
実
施

し
ま
す
。
当
日
は
、
登
録
を
受
け
よ

う
と
す
る
銃
砲
刀
剣
類
と
発
見
届
受

理
証
（
所
轄
警
察
署
発
行
）
と
登
録

手
数
料
（
四
千
五
百
円
！
県
収
入
証

紙
）
、
印
鑑
を
持
参
。

　
登
録
等
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ

は
、
新
潟
市
一
番
堀
通
町
　
県
庁
第

二
分
館
　
新
潟
県
教
育
庁
文
化
行
政

課
（
8
0
二
五
二
－
二
三
－
五
五
一

一
番
）
へ
。

付
農
業
用
軽
油
に
か
か

よ
父
～
る
免
税
証
の
交
付
を
つ

を
所
ぎ
の
と
お
り
行
い
ま
す

続
撃
で
該
当
す
る
か
ξ

免
務
忘
れ
ず
に
交
付
を
受
け

の
財
て
く
だ
さ
槍
交
付
を

油
町
受
け
な
か
っ
た
場
合
は

軽
日

用
＋
交
付
を
受
け
る
こ
と
が

業
～
で
き
な
く
な
る
こ
と
が

農
　
　
あ
り
ま
す
．

★
交
付
日
…
三
月
三
十
日
㈲

★
時
　
間
…
午
前
九
時
半
～
午
後
四

　
　
　
時
ま
で

★
会
場
…
十
日
町
財
務
事
務
所
　
第

　
　
　
　
一
会
議
室

★
必
要
書
類
…
①
印
鑑
（
共
同
申
請

の
場
合
は
全
員
の
も
の
）
②
免
税
軽

油
使
用
者
証
③
耕
作
面
積
証
明
書

》爾讐も験灘
　シリーズ蕉24
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　闇催場所

關催月日
新潟市 長岡市 上越市

4月 15日困

5月 15日囲

6月 15日側

7月 15日困

8月 18日㈹

9月 16日困

10月 15日休1

11月 17日図

12月 16日困

1月 18日（月）

2月 15日（月）

3月 15日（月）

新潟市会場　新潟地区合同庁舎
　　　　　　（川岸町3丁目）
長岡市会場　長岡市厚生会館
　　　　　　（大手通1丁目）
上越市会場　上越市厚生南会館
　　　　　　（本城町7）
　午前10時～午後3時
　（受付は午後2時30分まで）

雪の家第1号完成

昭和24年

　
本
町
六
丁
欝
二
の
西
通
り
に
、
三

、
角
屋
根
の
麟
風
変
っ
た
家
が
あ
る
。

歴
代
高
校
の
校
長
か
、
教
頭
さ
ん
が

住
ん
で
い
る
。
　
「
雪
害
防
止
用
高
床

式
住
居
」
と
い
う
名
の
木
造
住
宅
で

あ
る
。
昭
和
二
十
四
年
秋
に
完
成
し

た
家
で
、
考
案
設
計
者
は
、
当
時
農

業
試
験
場
十
日
町
試
験
地
高
橋
喜
平

主
任
、
十
日
町
文
化
協
会
の
会
長
、

（
農
業
委
員
会
で
証
明
）
④
使
用
機

械
の
証
明
書
ま
た
は
納
品
書
の
写
し
．

★
不
明
な
点
は
、
十
日
町
財
務
事
務

所
（
8
七
－
五
五
一
一
番
）
へ
。

日程表（予定）

林
業
講
演
会
を
開
催

期
日
　
三
月
十
八
日
困

会
場
　
農
協
福
祉
会
館

時
間
　
午
前
十
時
～
午
後
三
時

●
「
木
材
需
給
の
現
状
と
見
通
し
」

県
木
材
連
副
会
長
富
樫
又
治

●
「
桐
材
の
需
給
動
向
と
こ
れ
か
ら

　
の
桐
栽
培
」

加
茂
桐
ダ
ン
ス
組
合
理
事
長
高
橋
新
一

主
催
十
日
町
市
・
十
日
町
森
林
組
合

▲雪の家篤1丹（本町6丁目）

隷
疑
矯
は
当
時
飛
ぶ
鳥
心
洛
す
景
気
の
い

い
高
幸
組
、
篤
橋
幸
作
社
長
で
あ
る
。

確
か
高
幸
紐
が
一
切
を
町
に
寄
付
レ

た
と
思
う
。

　
ω
　
雪
囲
い
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燈
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築
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も
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も
他
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効
率
的

　
雪
国
住
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の
悩
み
を
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れ
程
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に
除
く
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は
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る
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い
。
こ
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家

も
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際
に
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に
遭
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み
た
ら
沸
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落
下
の
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が
危
な
い
　
偶
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し
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の
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に
こ
ま
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根
が
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傷
す
ゐ
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近
所
の
住
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が

な
だ
れ
の
よ
う
な
落
下
騒
音
で
心
配

す
る
。
な
ど
の
幣
署
が
あ
っ
売
。
後

に
玄
魔
の
柱
が
魯
然
落
下
の
雪
の
為

に
へ
し
折
れ
る
被
害
も
出
た
。

　
屋
根
の
角
度
は
四
十
五
燈
“
の
“
思
傾

斜
、
床
下
も
二
欝
も
高
い
か
ら
、
十

分
の
物
置
に
使
え
る
。
彩
光
、
通
風
、

夏
冬
通
し
て
快
適
だ
が
、
難
点
も
市

街
地
の
真
中
だ
か
ら
数
々
出
て
来
た
。

そ
こ
で
四
年
後
に
、
改
善
に
改
良
を

加
え
て
完
成
し
た
の
が
、
山
の
試
験

地
の
主
任
官
舎
で
あ
る
。
こ
れ
が
、

「
雪
の
家
第
二
号
」
で
あ
る
。
今
も

双
方
と
も
調
法
に
使
用
さ
れ
て
い
る

が
、
対
雪
実
験
家
屋
と
し
て
は
、
立

派
に
そ
の
責
任
を
果
た
し
て
、
雪
国

の
シ
ン
ボ
ル
の
よ
う
に
研
究
家
の
好

対
象
に
な
っ
て
い
る
。

　
物
資
不
足
の
昭
和
二
十
年
代
の
こ

と
で
あ
る
。
考
案
者
の
高
橋
喜
平
さ

ん
は
、
ラ
ジ
オ
放
送
ま
で
し
て
鼻
高

々
と
雪
の
家
の
宜
伝
を
し
た
。
雷
国

文
化
協
会
長
の
面
日
躍
如
た
る
も
の

が
あ
っ
た
．
そ
し
て
こ
う
述
懐
し
た

も
の
だ
。
　
々
ぷ
ク
は
欝
国
永
年
の
夢

雪
の
家
一
号
と
二
号
を
作
っ
た
。
結

果
は
や
は
り
蝉
号
よ
り
二
号
の
方
が

良
か
っ
た
4
…
…
と
．

　
　
　
（
本
町
二
　
山
内
正
豊
）

『臼ホの雪』（富柵喜平著）から

　　　　鷺の家篤2号

　
昭
和
五
十
四
年
四
月
号
か
ら
連
載

し
て
き
ま
し
た
「
あ
の
時
こ
ん
な
こ

と
が
」
は
今
月
を
も
ち
ま
し
て
終
了

し
ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た
か
た

が
た
に
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

第3種郵便物認可）昭和56年3月10日と」監ガ夢」影（9）

防止に
あなたのカを！グ

青少年の非行

一青少年育成十日町市民会議一

　将来の地域を担うべき青少年の非行は、最近ますます増加

の傾向にあります．十日町署管内で昭和55年中に刑法犯で補

導された青少年は121人で、これは昭和54年と比べて2．7倍の増

加であり、なかでも中学生は4．6倍高校生は2．1倍という激増

とな／）ています。

　非行の傾向としては万引きが全体の80．8％をしめ次いでか

っぱらい3．3％、あき巣2．5％、オートバイ盗2．5％等となってい

ます。

　何が原因で青少年の非行が激増しているのか・どうすれば

防止できるのか、学校、家庭、地域社会等が一体となった真

剣な取り組みが望まれます。

　十日町市も昨年12月、広く市民の総意を結集し次代を担う

心身共に健全な青少年を育成するため、多くの方々の参加を

得て、青少年育成十日町市民会議を結成しました。

子どもの非行防止と健全育成にあなたのカを

　
鰯驚ハ・

鐙
競

　
　
　
蕩
校
ε

鐸
、
簡
5

婦人講演会

『’80年代これからの女性の生き方』

と　き　3月20日（金）

　　　　午後1時30分～3時30分

ところ　十日町市公民館（市民会館）

講師有馬真喜子氏
　〈プロフィール〉　1933年広島県生まれ、津田塾大卒

　　　　　　　朝日新聞記者．現在フジテレビニ

　　　　　　　ュースキャスター
　　　　　　　著書「女がひらく仕事¢）世界」など
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標準点）
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察
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収
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。

　
登
録
等
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ

は
、
新
潟
市
一
番
堀
通
町
　
県
庁
第

二
分
館
　
新
潟
県
教
育
庁
文
化
行
政

課
（
8
0
二
五
二
－
二
三
－
五
五
一

一
番
）
へ
。

付
農
業
用
軽
油
に
か
か

よ
父
～
る
免
税
証
の
交
付
を
つ

を
所
ぎ
の
と
お
り
行
い
ま
す

続
撃
で
該
当
す
る
か
ξ

免
務
忘
れ
ず
に
交
付
を
受
け

の
財
て
く
だ
さ
槍
交
付
を

油
町
受
け
な
か
っ
た
場
合
は

軽
日

用
＋
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付
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．
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付
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①
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③
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　　　　　　　ュースキャスター
　　　　　　　著書「女がひらく仕事¢）世界」など
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刑法犯少年補導の推移・・
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刑法犯少年補導の内訳

蟹3，ヨ％

地域子ども会育成研究会

『地域子ども会の作りかた、育てかた』

3月18日（水）午後1時30分よりき聯
と

十日町市公民館ところ

青木昭平氏
（県教育庁社会教育主事）

映画・講議・話し合い

　
渥

々
～

講師

薦校生

覇轟ソ

（十日町警察署資料による）

容内

社会教育課

十
日
町
市
公
民
館

奮
七
－
五
〇
一
一
番

『毅コミ考』⑧
夜7時一9時大犀魁
・3／1α月）　堂㊥
新畿癬脳る建◎1
　　（立教大学教授）　　　　　　　　　　1

囎．教．＠霧
　　　　　　　　◎簾

伽蟹講㊥難’、
送文化研究所㊥

　放送学研究

　部長）　　　　夜7時～9時
　『こどものしつけと体力再考』

　●3／14（土）子どもの体力づくりのポイント

　　　　塚野村子氏（沼垂幼稚園々長）
　　　　　　　　　　　　　　　　一
　●3／25㈱カウンセリング心配な子ども

　　　　桑原貞子氏（医師）

　●3／28（ガ母親が握る子どものしつけ

　　　　高原哲雄氏（新潟女子短大助教授）

　『中学年その思春期の心を追う』

　●3／20樹今日の高校問題の問題点

　　　　榊田久雄氏（新大教授）

　●3／24図中学生にとって父親とは、母親とは

　　　　前田　幹氏（上越教育大教授）



、
臥
偽

10とおガ詐3

　姉妹都市コモ市との文化交流の第1弾として“トリオ・デ・

コモ“（バイオリン2名、ビオラ1名）の演奏会が左記の目程

により開催されます．この演奏会は十日町市のほか、京都・

東京の3会場で行われるもの．

　ヘンデル、ベートーベン、ドボルザーク、カブリェリなと

　クラシック愛好者には見逃せない演奏会と関係者の間では

今から期待されています．
　　　●●・　　　　　・●9　　　　　9●■　　　　　．●．　　　　　．●o　　　　　響●o　　　　　●●．　　　　　。●●

■3月21日（土）（春分の日）午後6時30分～8時30分（開場6時）

■会　場　十目町市民会館ホール（十日町市学校町2）

■入場料　700円（全席自由♪

目前売券は、市内各プレイガイド

　　（でトー楽器店、十日町新聞社、友万書店、野L書店、・・

　　トヤ、都屋時計ズガネ店）か十日町市公民館本館または各

　　地区公民館にあります。

■主　催　十日町市（主管…十日町市公民館ナ

■後援　十日町・一タリーケラブ、十日町北・一々リーケラ

　　　　ブ、十日町ライオンズケラブ、糧i町織物1二業協同

　　　　組合、穆ヨ町商工会議所、十日町青年会議所、 H1
　　　　町市農業協同組合、十日町市民コン号一ト協会、十目

　　　　町新聞社、十日町々イムス社、週報とおかまち社

■問い合わせは一・1‘日町市公民館（露7τ一紋）11番）一、

鋤
　
　
⑫購に

曲
晃
家

き～巻～春

　醤作り方

　（P　豚肉、野菜ともに千切り

　　する。　（野菜は細く5cm位
　　に）

　（2）フライパンに大さじ3の

　　油を熱し、弱火でよい香り

　　が出るまで椎茸を妙め、次

　　に肉を加え強火で肉の表面

　　が白くなるまで妙め、筍、

　　ピーマン星）妙め、Aで味っ

　　けし、水溶き片栗粉及びご

　　ま油大さじ1をおとし、バ

　　ットにひろげ、冷ましてか

　　ら十等分する．

　（3）春巻きび）皮をひし型にお

　　き手前から向う側に巻いて

　　ゆき中程のところで両端を

巻き、終わりに水溶き小麦粉で
貝占るとよい。

占りつけた方を下にして入れ2～
な、るまで揚げる。

しょうゆや辛子酢しょうゆ、ま

■材料と分量（4人前）

量分料材

1α）9

（大2枚）2（X）9

中3枚
（【千：1コ）5〔）9

1（X）9

大さし3

大さし2

大さし2

大さじ112

大さし2／
大さ1、1

レ　々

大、きし1

（10枚）1袋

適宜

切
ノ
た

う
　
ヤ
　
し

豚
キ
生

赤

い
羽
根
「
共
同
募
金
」

　
　
ご
協
力
あ
り
が
と
う

　
な
お
、
歳
末
助
合
募
金
は
、
表
の

よ
う
に
歳
末
慰
問
金
と
し
て
使
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

寄
轟
鞭
響

社
会
福
祉
事
業
へ

　
▼
内
藤
直
義
（
控
木
）
二
千
円

ヒーマン

茄で筍

妙め油

　1衣
　い酉

Al酢
　1ほうゆ

し黙、夢．

二ま油

春巻きの皮

揚け油
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雇
用
不
安
・
不
況
と
い
う
状
勢
下

の
昨
年
度
の
共
同
募
金
（
十
月
一
日
～

十
二
月
末
）
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん

の
ご
協
力
に
よ
り
目
標
額
を
上
廻
る

成
績
で
完
了
し
ま
し
た
が
、
つ
つ
し

ん
で
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
．

　
よ
せ
ち
れ
ま
し
た
募
金
は
、
県
内

ゐ
福
祉
施
設
や
市
の
社
会
福
祉
協
議

会
の
事
業
と
し
て
市
内
全
域
の
児
童

老
人
、
身
障
、
母
子
、
生
活
困
き
ゅ

う
者
な
ど
恵
ま
れ
な
い
人
々
の
た
め

有
効
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

△
蓼
マ
◎
×
働
マ
鶴
Ψ
◎
差
⑨
◎
×
◎
V
◎
入
紛
ズ
◎
塞
愈
▽
〈
▽

共同募金実績表

▼
市
農
協
福
祉
会
館
幹
事
部
　
　
一
万

一
、
一
千
六
百
四
十
六
円
　
▼
金
沢
久
子

（
峠
）
一
万
円
　
▼
中
央
ク
ラ
ブ

（
代
表
小
林
啓
次
）
一
万
七
千
．
．
一
百

七
十
五
円
　
▼
ナ
ツ
メ
・
愛
好
会

（
代
表
関
谷
謹
治
）
六
万
七
千
五
百

五
十
八
円
　
▼
十
日
町
交
通
㈱
　
六

千
六
頁
．
一
十
五
円
　
▼
高
新
織
物
㈱

親
睦
会
一
同
　
＝
．
万
千
二
百
十
し
円
、

▼
の
び
の
ひ
会
（
代
表
阿
部
行
雄
）

三
千
円
　
▼
十
日
町
森
林
公
園
建
設

推
進
協
議
会
　
六
千
六
百
四
十
円

交
通
遺
児
及
び
福
祉
事
業
へ

▼
歯
車
会
（
代
表
宮
入
清
）
　
四
万

九
千
五
百
円

老
人
ホ
ー
ム
妻
有
荘
へ

▼
中
央
ク
ラ
ブ
（
代
表
小
林
啓
次
）

酒
四
升
、
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ど
ん
八
十
個
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塾
せ
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毯

　
▼
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月
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十
五
目
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午
前
十
時

か
ら
午
後
二
時
ま
で
　
山
際
の
一
部

岩
野
・
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な
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な
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風
邪
に
ご
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を
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ま
た
五
月
に
は
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癒ll峰難欝薫瀧
　　　個小　　　　　　●その他………野菜は、白菜、人参、もやしなどでもよい
1　暮　　・保存の仕方一…生あまま1個ず一）フイルラップに包み
一　　　　次　　　　　　　冷凍し食べる時はラップをはがし、凍ったまま油で揚げ

r　　　　　　　　　　　　　　る。　　　　　　　　　　　（駅通り　酒井　環）

49，541人（男24，195人・女25，346人）※基本台帳人ロ50，095人（2月1日現在）

戸　別　募金 3，052，219円

街頭募金 55，681

法　人　募　金 1，382，560

職域募　金 27，669

学　校募　金 333，456

預　金　利　子 1，923

歳末助合募金 1，768，662

合　　　計 6，622，170

（目標額5，102，000円）

歳末慰問金内訳
区　　分 世帯及び

人　　　員 金　　額ゴ

生活保護世帯 137世帯 274，000円

要援護世帯 101〃 505，000

ねたきり老人 103人 309，000

重度障害者児 72〃 216，000

長期ノ、院者 133〃 176，100

施設入所者児 152〃 228，000

合　計 698 1，708，100

（残金については法外援護費としで使用）
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